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平
山
行
蔵
の
政
治
論

 

―
赤
穂
事
件
を
中
心
に

―

野

澤

拓

真

は
じ
め
に

平
山
行
蔵
。
宝
暦
九
（
一
七
六
〇
）
年
江
戸
に
生
ま
れ
、
文
政
十
一

（
一
八
二
九
）
年
に
没
し
た
儒
者
、
兵
法
家
。
名
は
潜
、
字
は
子
龍
、

号
は
兵
原
、
行
蔵
は
そ
の
通
称
で
あ
る
。
長
沼
流
兵
学
、
真
貫
流
剣
術
、

大
島
流
槍
術
、
関
口
流
柔
術
、
そ
の
他
に
も
弓
術
、
馬
術
、
砲
術
な
ど

の
諸
術
を
修
め
、
文
武
両
道
に
通
じ
た
。
（
注
１
）

太
平
の
世
に
生
ま
れ
た
武

辺
者
と
し
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
事
欠
か
ず
、
勝
海
舟
の
実
父
で
あ
り
、

平
山
の
門
人
で
あ
っ
た
勝
小
吉
の
晩
年
の
回
顧
録
で
あ
る
『
平
子
龍
先

生
遺
事
』
に
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。

予
が
十
六
、
七
歳
の
頃
、
四
谷
伊
賀
町
の
横
町
組
屋
敷
に
借
宅
せ

し
平
山
行
蔵
と
云
ひ
し
三
十
俵
二
人
扶
持
取
り
し
小
普
請
の
御
家

人
あ
り
。
其
頃
諸
人
の
評
判
に
、
近
年
に
こ
れ
無
き
武
辺
者
に
て
、

学
問
も
勝
れ
し
と
申
し
け
る
。

（『
平
子
龍
先
生
遺
事
』）
（
注
２
）

平
山
は
、
当
時
の
周
辺
人
物
の
評
価
と
し
て
、
近
年
稀
に
見
る
武
辺

者
、
江
戸
時
代
の
太
平
の
世
に
は
珍
し
い
武
士
ら
し
い
武
士
で
あ
る
と

さ
れ
る
一
方
、
学
問
に
も
優
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

先
生
不
断
書
物
に
眼
を
さ
ら
し
申
さ
れ
け
る
故
に
、
儒
者
衆
林
家

を
始
め
、
分
り
兼
ぬ
る
事
悉
く
先
生
に
聞
か
れ
け
る
と
か
や
。

（『
平
子
龍
先
生
遺
事
』）
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平
山
は
、
日
頃
か
ら
広
く
書
物
を
渉
猟
し
て
い
た
。『
平
子
龍
先
生

遺
事
』
に
は
、「
和
漢
の
書
物
凡
そ
七
、
八
千
巻
な
り
。」
と
あ
り
、
和

漢
を
問
わ
ず
多
く
の
書
物
に
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

蔵
書
目
録
で
あ
る
『
擁
膝
草
盧
蔵
書
目
録
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵　

写
本
二
冊
）
に
約
三
千
巻
も
書
き
連
ね
ら
れ
た
書
物
の
数
々
も
そ
れ
を

よ
く
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
平
子
龍
先
生
遺
事
』
か
ら
は

具
体
的
に
誰
と
の
交
流
が
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
平
山
が

そ
の
博
識
か
ら
、
林
家
の
儒
者
ら
と
の
交
友
関
係
を
持
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
兵
法
家
・
武
術
家
と
し
て
従
来
よ
く
知
ら
れ
る
平
山

で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
学
者
と
し
て
の
一
面
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
注
３
）。

専
門
の
儒
者
た
ち
が
問
い
合
わ
せ

て
く
る
ほ
ど
和
漢
の
学
問
に
通
じ
た
側
面
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

平
山
の
著
作
の
内
、
彼
の
思
想
を
考
え
る
上
で
特
に
重
要
と
思
わ
れ

る
も
の
が
、『
鳩
巣
小
説
評
論
』（
注
４
）で
あ
る
。『
鳩
巣
小
説
評
論
』
は
、
そ

の
名
の
ご
と
く
『
鳩
巣
小
説
』
に
対
す
る
平
山
の
評
論
で
あ
る
。
宮
崎

修
多
は
『
鳩
巣
小
説
』
を
「
享
保
期
の
朱
子
学
者
、
室
鳩
巣
が
加
賀
藩

儒
か
ら
幕
儒
へ
任
を
転
じ
た
後
、
江
戸
か
ら
在
加
賀
の
門
人
ら
に
向
け

て
郵
致
し
た
書
簡
の
内
容
を
中
心
に
、
他
者
の
書
簡
も
ふ
く
め
て
編
集

し
な
お
し
、
一
種
の
教
訓
説
話
集
と
し
て
纏
め
ら
れ
た
」
（
注
５
）も

の
と
説
明

す
る
が
、『
鳩
巣
小
説
評
論
』
に
お
け
る
平
山
の
鳩
巣
に
対
す
る
批
判

的
な
ま
な
ざ
し
は
、
彼
の
思
想
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
、
大
変
重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
従
来
の
研
究
に

お
い
て
『
鳩
巣
小
説
評
論
』
が
俎
上
に
載
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
研

究
は
そ
の
中
で
も
赤
穂
事
件
論
を
中
心
に
、
彼
の
政
治
論
に
光
を
当
て
、

そ
の
特
質
を
考
え
る
こ
と
で
、
平
山
を
思
想
家
と
し
て
再
評
価
す
る
と

い
う
試
み
で
あ
る
。

一　

土
屋
主
税
対
処
の
事

『
鳩
巣
小
説
』
に
は
、
赤
穂
事
件
の
前
日
譚
と
し
て
、
赤
穂
浪
士
と

土
屋
主
税
と
の
や
り
と
り
が
描
か
れ
る
条
が
あ
る
。
以
下
、
そ
の
内
容

を
概
観
し
よ
う
。

事
件
翌
日
、
新
井
白
石
は
吉
良
邸
隣
家
の
土
屋
主
税
の
も
と
を
訪
ね

た
。
土
屋
が
語
る
に
は
、
吉
良
邸
討
ち
入
り
の
前
、
四
十
七
士
の
ひ
と

り
吉
田
忠
左
衛
門
が
使
者
を
送
っ
て
き
た
。
使
者
曰
く
、「
浅
野
内
匠

頭
家
来
ド
モ
、
主
人
ノ
敵
ニ
テ
候
故
、
只
今
吉
良
上
野
介
ド
ノ
御
宅
ヘ

押
込
申
候
。
可
騒
動
及
候
間
、
前
広
ニ
御
案
内
申
上
候
。
士
ハ
相
互
ノ

義
ニ
候
間
、
無
御
構
為
御
討
可
被
下
ヨ
シ
申
入
候
。」（『
鳩
巣
小
説
』）
（
注
６
）

と
、
あ
ら
か
じ
め
吉
良
邸
討
ち
入
り
の
案
内
を
し
、
そ
の
邪
魔
を
し
な

い
よ
う
求
め
た
。
土
屋
は
そ
の
旨
を
聞
き
入
れ
、
家
の
塀
に
沿
っ
て
明
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か
り
を
灯
し
、
ま
た
自
分
の
家
来
に
塀
を
越
え
て
く
る
者
を
弓
で
射
落

と
す
よ
う
指
示
し
て
、
事
の
顛
末
を
見
守
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
白
石
は
、「
主
税
方
ニ
浪
人
、
是
モ
先
年
父
ヤ
ラ

ン
、
兄
ヤ
ラ
ン
ノ
敵
立
派
ニ
討
申
候
モ
ノ
居
申
候
。
此
者
モ
其
夜
ノ
有

サ
マ
目
ノ
ア
タ
リ
ニ
見
聞
仕
候
テ
、
我
ヲ
折
申
候
。
中
々
ア
ノ
様
ニ
静

リ
申
ヤ
ウ
ハ
及
不
申
コ
ト
候
。
上
野
介
ヲ
討
候
マ
デ
ハ
、
首
尾
調
候
様

ノ
義
有
之
候
ド
モ
、
ウ
チ
ス
マ
シ
候
マ
デ
、
一
ツ
モ
無
難
ヤ
ウ
ニ
仕
舞

申
コ
ト
各
別
ノ
義
ト
存
候
」（
同
上
）
と
四
十
七
士
と
土
屋
の
行
動
を

肯
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
室
鳩
巣
は
、「
四
十
七
人
ノ
仕
形
ハ
残
ル

処
ナ
ク
存
候
。
土
屋
仕
方
ハ
イ
カ
ヾ
思
召
候
ヤ
。
同
ジ
御
家
人
ト
其
上

合
壁
ト
申
、
其
侭
四
十
七
人
ヲ
逃
シ
申
筈
ニ
候
半
ヤ
。
加
賀
ナ
ド
ノ
風

ニ
テ
ハ
申
分
有
之
コ
ト
ニ
候
。
江
戸
会
議
ハ
如
何
候
ヤ
ト
申
候
ヘ
バ
、

其
時
分
、
当
地
ニ
テ
土
屋
仕
形
出
来
不
申
ヤ
ウ
ニ
申
候
。
致
シ
ヤ
ウ
モ

可
有
之
義
ト
ノ
由
被
申
故
、
致
シ
ヤ
ウ
ハ
イ
カ
ヾ
御
了
簡
ノ
通
承
度
」

（
同
上
）
と
疑
義
を
呈
す
る
。
赤
穂
浪
士
の
行
い
は
仕
方
な
か
っ
た
と

し
つ
つ
、
土
屋
の
行
為
に
つ
い
て
白
石
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
を

尋
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
白
石
の
考
え
（
次
掲
）
が
記
さ
れ
、

鳩
巣
は
「
是
ハ
尤
ニ
存
候
。
是
ヨ
リ
他
ハ
能
キ
思
案
ハ
有
マ
ジ
キ
ト
存

候
。」（『
鳩
巣
小
説
』）
と
そ
の
考
え
を
肯
定
す
る
形
で
締
め
ら
れ
る
。

平
山
は
『
鳩
巣
小
説
評
論
』「
赤
穂
義
士
仇
討
の
時
云
々
新
井
氏
被

申
候
、
是
ハ
尤
に
存
候
、
是
よ
り
外
は
よ
き
思
案
は
有
之
間
敷
候
」
の

条
に
て
赤
穂
事
件
論
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
平
山
は
「
此
事

ハ
往
年
論
ジ
置
シ
ガ
、
新
井
筑
後
ガ
了
簡
ヨ
ロ
シ
カ
ラ
ズ
故
、
抄
出
シ

テ
評
ヲ
下
ス
コ
ト
シ
カ
リ
。」
と
あ
ら
た
め
て
白
石
の
考
え
を
批
判
す

る
。
こ
の
根
拠
は
何
か
。

平
山
の
論
点
の
ま
ず
一
つ
目
は
、
白
石
の
言
う
「
君
父
ノ
仇
ハ
討
セ

申
法
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

白
石
は
鳩
巣
の
右
の
疑
問
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

君
父
ノ
仇
ハ
討
セ
申
法
に
候
。
其
上
ア
ノ
方
ヨ
リ
士
ハ
相
互
ノ
ヿ

ニ
候
間
、
討
セ
呉
候
ヘ
ト
断
ニ
モ
及
候
上
ハ
、
兎
角
相
手
ニ
相
成

ヿ
ハ
有
之
マ
ジ
ク
候
。

（『
鳩
巣
小
説
』）

白
石
は
土
屋
が
赤
穂
浪
士
の
挙
に
加
担
し
た
こ
と
を
「
君
父
ノ
仇
ハ
討

セ
申
法
ニ
候
」
と
肯
定
し
、
浪
士
た
ち
の
相
手
と
な
っ
て
仇
討
ち
の
邪

魔
を
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
平
山
は
反
論
し
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

君
父
ノ
仇
討
ハ
討
タ
シ
メ
ル
ガ
法
也
ト
ア
レ
ド
モ
、
ソ
レ
ハ
一
人
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二
人
潜
ニ
ネ
ラ
フ
テ
討
コ
ト
ゾ
。
ソ
レ
ト
違
ヒ
四
十
七
人
ト
云
モ

ノ
ナ
レ
バ
夫
ヲ
バ
用
ヒ
ラ
レ
ヌ
ゾ
。

（『
鳩
巣
小
説
評
論
』）

こ
れ
は
白
石
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
君
父
ノ
仇
ハ
討
セ
申
法
」
が
、
一
人

や
二
人
と
い
っ
た
少
人
数
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
適
用
さ
れ
る
が
、

赤
穂
事
件
の
四
十
七
人
と
い
う
よ
う
な
大
人
数
で
行
わ
れ
る
場
合
、
そ

の
法
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
理
論
で
あ
る
。
つ
ま
り
平
山
は
、
大
挙

し
て
仇
討
ち
を
行
う
浪
士
た
ち
を
止
め
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
加
担
す
る

よ
う
な
行
為
を
し
た
土
屋
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

平
山
は
「
君
父
ノ
仇
ハ
討
セ
申
法
」
の
適
用
を
仇
討
の
主
体
の
多
寡

に
よ
っ
て
判
断
す
る
根
拠
と
し
て
、
律
学
を
挙
げ
る
。

如
何
ト
ナ
レ
バ
、
擅
興
ニ
嫌
ア
レ
バ
ナ
リ
。
衆
寡
ノ
異
ア
ル
コ
ト

ヲ
察
セ
ザ
ル
ハ
疎
虞
ナ
リ
ト
云
ベ
シ
。

（『
鳩
巣
小
説
評
論
』）

平
山
が
例
に
挙
げ
る
の
は
「
擅
興
律
」
で
あ
っ
た
。「
擅
興
律
」
と

は
養
老
律
令
の
中
に
あ
る
一
篇
で
、
軍
事
や
土
木
に
関
す
る
刑
罰
を
示

す
。
た
だ
し
養
老
律
令
に
お
け
る
「
擅
興
律
」
は
そ
の
大
部
分
が
散
佚

し
て
お
り
、
そ
の
元
と
な
っ
た
唐
律
と
逸
文
か
ら
、
部
分
的
に
し
か
そ

の
内
容
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
養
老
律
令
に
お
け
る
「
擅
興

律
」
の
「
擅
發
兵
」
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

凡
そ
擅
ほ
し
い
ま
まに

兵
を
發
す
、
廿
人
以
上
、
杖
一
百
。
五
十
人
に
、
徒

一
年
。
五
十
人
ご
と
に
一
等
を
加
ふ
。
其
の
寇
賊
卒に
は
かに

來
り
、
攻

襲
有
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
即
ち
反
叛
、
若
し
く
は
賊
内
應
有
り
て
、

急
に
兵
を
須も
ち

ふ
る
に
は
、
便
ち
調
發
す
べ
し
。
所
屬
に
非
ず
と
雖

も
、
此
の
國
の
郡
司
、
調
發
給
與
す
る
こ
と
を
得
。
若
し
逃
亡
、

盗
賊
有
ら
ば
、
權
に
人
夫
れ
を
差
し
て
、
以
て
追
補
す
る
に
足
り
、

公
に
及
ん
で
私
に
田
獵
す
る
者
は
、
此
の
律
を
用
ひ
ず
。（
原
漢

文
）

（「
擅
興
律
」）
（
注
７
）

「
擅
興
律
」
に
お
い
て
は
、「
擅
に
兵
を
發
す
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
勝

手
に
挙
兵
し
軍
を
成
す
こ
と
罪
と
す
る
。
そ
の
人
数
が
二
十
人
以
上
で

あ
れ
ば
、
杖
で
体
を
打
た
れ
る
杖
刑
百
回
。
五
十
人
以
上
で
、
身
柄
を

拘
束
さ
れ
労
役
に
服
さ
せ
ら
れ
る
徒
刑
一
年
。
以
降
五
十
人
ご
と
に
一

等
分
罪
が
重
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
刑
罰
も
重
く
な
る
。

平
山
は
お
そ
ら
く
こ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
ら
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ば
、
平
山
は
赤
穂
浪
士
の
四
十
七
人
で
仇
討
ち
に
臨
む
行
為
を
、「
擅

に
兵
を
發
す
」
行
為
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
幕
府
は

赤
穂
浪
士
に
対
す
る
処
置
と
し
て
「
淺
野
内
匠
儀
、
勅
使
御
馳
走
之
御

用
仰
せ
付
け
置
か
れ
、
其
の
上
時
節
柄
殿
中
を
憚
ら
ず
、
不
届
の
仕
形

に
付
き
、
御
仕
置
き
仰
せ
付
け
ら
れ
、
吉
良
上
野
儀
、
御
構
無
く
差
し

置
き
候
處
、
主
人
の
あ
だ
を
報
ひ
候
と
申
し
立
て
、
内
匠
家
来
四
拾
六

人
徒
黨
致
し
、
上
野
宅
へ
押
し
込
み
、
飛
道
具
な
ど
持
参
し
、
上
野
を

討
候
始
末
、
公
儀
を
恐
れ
ず
候
段
、
重
々
不
届
に
し
て
、
之
に
依
り
て

切
腹
申
し
付
け
る
も
の
な
り
。」
（
注
８
）と

し
て
お
り
、
平
山
の
認
識
と
も
重

な
る
。
平
山
は
こ
の
裁
定
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
た
と
え
仇
討
ち
で

あ
っ
て
も
徒
党
を
組
む
こ
と
は
法
を
犯
す
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。

平
山
は
法
を
背
景
に
赤
穂
事
件
論
を
展
開
す
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
だ

ろ
う
か
。
唐
律
に
お
け
る
「
擅
興
律
」
の
一
「
擅
發
兵
」
に
お
い
て
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

擅ほ
し
い
ま
まに
兵
を
發
す
、
十
人
以
上
に
徒
一
年
。
百
人
に
徒
一
年
半
。

百
人
ご
と
に
一
等
を
加
へ
、
千
人
に
絞
る
。
給
與
す
る
者
は
、
給

す
る
所
の
人
數
に
隋し
た
がひ

、
擅
發
に
一
等
を
減
ず
。（
原
漢
文
）

（「
擅
興
律
」）
（
注
９
）

こ
の
よ
う
に
唐
律
に
お
い
て
も
日
本
律
と
同
様
に
「
兵
を
發
す
」
こ

と
に
対
し
て
の
刑
罰
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
挙
兵
す
る
人
数
が
十
人
以

上
で
徒
刑
一
年
。
百
人
で
徒
刑
一
年
半
。
以
降
百
人
ご
と
に
一
等
が
追

加
さ
れ
る
。「
給
與
す
る
者
」
と
は
兵
を
指
揮
す
る
者
の
こ
と
で
、
挙

兵
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
を
画
策
し
た
時
点
で
本
罪
の
成

立
と
な
り
、
実
際
に
挙
兵
し
た
場
合
の
一
等
下
の
罪
と
な
る
。

日
本
律
と
唐
律
で
は
刑
罰
の
重
さ
が
異
な
る
。
兵
の
人
数
が
五
十
人

ま
で
は
唐
律
の
方
が
重
い
が
、
百
五
十
人
以
上
千
人
ま
で
は
日
本
律
の

方
が
重
い
。
ま
た
、「
明
文
抄
五
」（『
続
群
書
類
従
』）
に
お
い
て
は

「
五
十
人
に
。
徒
二
年
。（
原
漢
文
）」
と
あ
り
、
日
本
律
の
方
が
重
い

量
刑
と
な
っ
て
い
る
。
石
尾
芳
久
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
「
戦

闘
の
実
際
に
お
い
て
危
険
を
与
え
得
る
人
数
の
発
兵
に
対
し
て
は
、
日

本
律
の
方
が
厳
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
軍
事
的
違
反

に
対
し
て
は
、
日
本
律
が
唐
律
よ
り
も
更
に
深
い
関
心
を
抱
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
」（
（注

（
注

で
あ
る
。
ま
た
、
石
尾
は
「
わ
が
国
古
代
に
お
い
て
直

に
起
し
得
る
謀
反
の
兵
力
が
数
百
名
く
ら
い
で
あ
っ
た
」（
（注

（
注

こ
と
も
指
摘

し
て
い
る
。

「
擅
に
兵
を
發
す
」
こ
と
に
注
目
し
た
平
山
に
つ
い
て
も
、「
戦
闘
の

実
際
に
お
い
て
危
険
を
与
え
得
る
人
数
の
発
兵
」
に
対
し
て
厳
格
な
姿

勢
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
兵
の
人
数
の
多
寡
は
場
合
に
よ
っ
て
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は
幕
府
や
国
家
の
危
機
に
か
か
わ
る
。
仇
討
ち
で
あ
れ
ば
大
人
数
で
計

画
し
た
殺
人
も
容
認
す
る
と
い
う
姿
勢
が
あ
っ
て
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
の

ご
と
き
殺
人
も
言
い
訳
次
第
で
認
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
故
に

「
衆
寡
ノ
異
ア
ル
コ
ト
ヲ
察
セ
ザ
ル
ハ
疎
虞
ナ
リ
」
な
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
土
屋
は
ど
の
よ
う
に
振
舞
う
べ
き
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ

が
『
鳩
巣
小
説
評
論
』
に
お
け
る
二
つ
目
の
論
点
と
な
る
。『
鳩
巣
小

説
』
に
お
い
て
白
石
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

其
上
ア
ノ
方
ヨ
リ
士
ハ
相
互
ノ
コ
ト
ニ
候
間
、
討
セ
呉
候
ヘ
ト
断

ニ
モ
及
候
上
ハ
、
兎
角
相
手
ニ
相
成
コ
ト
ハ
有
之
マ
ジ
ク
候
。
重

テ
使
者
ヲ
越
候
時
分
罷
越
、
吉
田
ガ
大
石
ニ
逢
候
テ
、
只
今
御
本

望
ト
ゲ
ラ
レ
候
旨
、
先
以
御
大
慶
可
為
候
。
我
等
コ
ト
隣
家
ノ
コ

ト
ニ
候
ヘ
ド
モ
、
御
断
ニ
テ
主
人
敵
御
討
ノ
義
故
ト
カ
ク
御
支
ヘ

申
ニ
不
及
候
テ
、
思
召
ノ
通
リ
ニ
仕
候
。
此
上
ハ
此
方
申
義
モ
御

聞
ワ
ケ
候
テ
玉
ハ
ル
ベ
ク
候
。
隣
家
ニ
罷
在
ナ
ガ
ラ
、
各
ヲ
其
侭

引
セ
候
テ
ハ
、
後
日
ニ
申
訳
無
之
コ
ト
ニ
候
。
左
ヤ
ウ
ニ
候
ト
テ

右
申
通
、
敵
打
ノ
義
ニ
候
ヘ
バ
、
相
手
ニ
相
成
処
存
ニ
ハ
無
之
候
。

御
不
肖
ナ
ガ
ラ
、
各
ノ
内
重
立
候
衆
一
両
人
ハ
是
ニ
御
残
可
被
成

候
。
大
勢
不
残
、
是
ニ
留
ム
ベ
キ
ト
申
ニ
テ
ハ
無
之
候
。
一
両
輩

人
質
ノ
為
御
残
リ
候
ヘ
バ
、
私
一
分
ノ
申
訳
立
申
候
。
但
又
万
一

是
ヨ
リ
各
何
方
ヘ
ゾ
御
立
退
、
一
命
ヲ
御
助
リ
有
ベ
キ
ト
ノ
御
所

存
ニ
候
ハ
ヾ
、
不
及
是
非
、
其
時
ハ
御
相
手
ト
申
モ
ノ
ニ
候
ヘ
ド

モ
、
左
様
ノ
御
所
存
ニ
テ
ハ
有
マ
ジ
ク
候
。

こ
の
「
断
」
と
は
、
具
体
的
に
は
吉
田
忠
左
衛
門
が
使
者
を
通
じ
て
土

屋
主
税
に
申
し
入
れ
た
、
吉
良
邸
討
ち
入
り
の
断
り
で
あ
る
。『
鳩
巣

小
説
』
で
は
「
主
人
ノ
敵
ニ
テ
候
故
」
と
、
吉
良
上
野
介
が
使
者
を
通

じ
て
浅
野
内
匠
頭
の
仇
敵
で
あ
る
た
め
に
討
ち
入
り
を
す
る
の
だ
と
語

っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。
土
屋
は
そ
の
申
し
出
を
聞
き
入
れ
、
仇
討

ち
に
加
担
し
た
の
で
あ
る
。
白
石
は
「
兎
角
相
手
ニ
相
成
コ
ト
ハ
有
之

マ
ジ
ク
候
。」
と
し
て
、
土
屋
の
し
た
行
為
を
肯
定
す
る
。
し
か
し
、

「
一
両
輩
人
質
ノ
為
御
残
リ
候
ヘ
バ
、
私
一
分
ノ
申
訳
立
申
候
。」
と
、

浪
士
側
か
ら
一
、
二
人
を
人
質
と
し
て
預
か
り
置
い
て
い
れ
ば
、
土
屋

と
し
て
も
面
目
が
立
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
し
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
も
は
や
浪
士
の
相
手
と
な
る
ほ
か
な
い
と
す
る
。

平
山
は
反
論
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

敵
討
ナ
リ
ト
断
リ
ガ
ア
リ
テ
モ
、
証
拠
ノ
ナ
キ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
妄

リ
ニ
信
ゼ
ラ
レ
ヌ
ゾ
。
若
強
盗
ガ
打
入
ル
ト
テ
偽
テ
復
讐
ナ
リ
ト

イ
ハ
ヾ
如
何
。
人
質
ヲ
取
コ
ト
モ
、
事
畢
リ
テ
言
ハ
、
機
会
ヲ
ハ
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ヅ
シ
タ
ル
ナ
リ
。

（『
鳩
巣
小
説
評
論
』）

平
山
は
、
吉
田
が
使
者
を
通
じ
て
土
屋
に
申
し
渡
し
た
仇
討
ち
の
「
断

リ
」
は
証
拠
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
妄
信
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。

例
え
ば
復
讐
と
偽
っ
て
強
盗
を
は
た
ら
く
者
が
い
た
ら
ど
う
す
る
の
か
、

と
。
そ
し
て
こ
の
事
件
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
人
質
を
取
る
べ
き
だ
っ
た

と
い
う
の
も
、
も
は
や
手
遅
れ
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
先
述
し
た
軍

事
的
脅
威
と
し
て
の
挙
兵
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、

平
山
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

吉
田
忠
左
衛
門
ガ
使
ヲ
遣
ハ
セ
シ
時
、
復
讐
ト
申
聞
ケ
ラ
ル
ヽ
故
、

任
二
其
意
一
也
。
但
本
望
ヲ
遂
ラ
レ
シ
後
ニ
、
人
質
両
三
人
預
リ

置
ベ
シ
。
左
様
無
レ
之
時
ハ
、
隣
並
ニ
テ
臆
シ
テ
、
見
遁
ガ
シ
ニ

セ
シ
ト
、
後
日
ニ
申
サ
レ
テ
ハ
、
一
分
立
ガ
タ
シ
。
自
殺
セ
ザ
レ

バ
、
不
レ
叶
也
。
然
バ
止
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
近
隣
申
合
セ
、
吉
良

ヲ
防
御
ス
ベ
シ
ト
云
ハ
ヾ
、
許
諾
セ
ズ
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
然

ル
ヲ
、
事
畢
リ
テ
後
ニ
人
質
ヲ
論
ズ
ル
ハ
空
疎
ト
云
ベ
シ
。
同
ジ

コ
ト
デ
モ
初
メ
ニ
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
ア
ト
ニ
ス
ル
ト
、
ア
ト
ニ
ス
ル

コ
ト
ヲ
先
ニ
ス
ル
ト
ニ
テ
、
格
別
ニ
チ
ガ
フ
コ
ト
ゾ
。

（『
鳩
巣
小
説
評
論
』）

土
屋
は
吉
田
が
使
者
を
通
じ
て
仇
討
ち
の
申
し
出
を
し
た
と
き
、
そ

の
意
向
に
沿
っ
た
。
た
だ
土
屋
は
、
浪
士
た
ち
が
「
本
望
」
す
な
わ
ち

吉
良
を
討
ち
取
る
こ
と
が
叶
っ
た
と
き
に
、
人
質
と
し
て
一
、
二
人
預

か
り
置
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
後
日
に
な
っ
て
、
浪
士

た
ち
を
恐
れ
て
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
と
言
わ
れ
た
ら
、
土
屋
の
責
任
が

果
た
せ
な
い
だ
ろ
う
と
す
る
。
ま
た
、
浪
士
の
「
本
望
」
は
吉
良
を
討

ち
取
っ
た
後
自
殺
し
て
こ
そ
結
実
す
る
。
そ
れ
な
ら
ば
土
屋
に
も
止
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
、
と
す
る
。
と
い
う
の
も
、
義
士
否
定
論

の
立
場
に
立
つ
佐
藤
直
方
が
『
四
十
六
人
之
筆
記
』
に
て
「
然
レ
ド
モ

亡
主
之
憤
ヲ
想
ヒ
、
心
ノ
昏
惑
ス
ル
ヨ
リ
一
筋
ニ
討
之
、
上
之
命
ヲ
背

キ
タ
ル
罪
ヲ
省
テ
、
於
泉
岳
寺
自
殺
セ
バ
、
理
ニ
不
中
ト
云
ド
モ
其
志

可
憐
。
然
ル
ニ
仙
石
氏
ヘ
訴
ヘ
、
上
之
令
ヲ
待
ツ
ト
云
、
捧
ル
処
ノ
一

書
ニ
モ
上
ヲ
重
ズ
ル
意
ヲ
述
ベ
、
仙
石
氏
之
面
前
ニ
テ
モ
上
ヲ
重
ン
ズ

ル
意
ヲ
第
一
ニ
述
ブ
。
是
人
之
感
賞
ヲ
得
テ
死
ヲ
遁
レ
禄
ヲ
得
ル
之
謀

ニ
非
ズ
ヤ
」（
（注

（
注

と
い
う
よ
う
に
、
実
際
浪
士
た
ち
が
仇
討
ち
直
後
に
切
腹

を
せ
ず
幕
府
の
裁
定
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
我
が
身
惜
し
さ
に
情
状
酌

量
の
期
待
を
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
言
説
が
既
に
存
在
し

て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
、
近
隣
の
者
た
ち
で
吉
良
を
守
ろ
う
と
い
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う
の
で
あ
れ
ば
、
土
屋
の
行
為
も
許
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

平
山
は
『
鈐
林
巵
言
』
（
（注

（
注

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

又
タ
ト
ヒ
義
英マ

マ

怯
弱
ナ
リ
ト
モ
、
其
傍
近
隣
並
ノ
人
苟
モ
義
ヲ
知

ラ
ハ
、
終
夜
騒
擾
シ
テ
暁
天
ニ
至
ル
、
殊
ニ
冬
ノ
夜
ノ
長
キ
時
節
、

コ
レ
ヲ
餘
所
ニ
見
テ
置
ル
ヘ
キ
ヤ
。
必
人
々
相
共
ニ
出
テ
防
戦
ス

ル
コ
ト
ア
ラ
ハ
如
何
ソ
。
决
テ
志
ヲ
得
ル
コ
ト
ア
ラ
ン
ヤ
。
而
ル

ニ
隣
並
ノ
士
人
一
人
ノ
出
ル
者
ナ
キ
ハ
、
彼
等
ニ
畏
縮
セ
シ
ヤ
。

抑
彼
等
素
志
ヲ
遂
ル
ヲ
幸
ヒ
不
知
マ
ネ
シ
テ
在
シ
ヤ
。
何
レ
ニ
セ

ヨ
武
ノ
大
義
ハ
立
サ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
万
々
良
雄
等
カ
志
ハ
憐
ヘ
キ

コ
ト
ナ
レ

、
タ
ヽ
ニ
捨
置
テ
ハ
武
ノ
本
分
立
カ
タ
シ
。
然
レ
ハ

已
コ
ト
ヲ
不
得
、
防
戦
ス
ヘ
キ
ノ
ミ
。
若
坐
視
シ
テ
不
救
ハ
他
日

縣
官
ヨ
リ
推
問
セ
ラ
レ
ン
ニ
、
何
ヲ
以
コ
レ
ニ
対
ン
。
是
亦
士
人

議
論
格
致
ノ
功
ヲ
尽
ヘ
キ
者
ニ
非
ス
ヤ
。

（『
鈐
林
巵
言
』）（
（注

（
注

吉
良
邸
近
隣
の
人
々
が
仮
に
「
義
」
を
知
っ
て
い
た
ら
、
こ
の
浪
士

た
ち
の
挙
を
た
だ
傍
観
し
て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
も
し

近
隣
の
人
々
が
防
戦
し
て
い
れ
ば
、
浪
士
た
ち
は
志
を
遂
げ
る
こ
と
も

な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
。
平
山
が
推
し
量
る
に
、
近
隣
の
人
々
が
誰

一
人
防
戦
に
出
な
か
っ
た
の
は
、
浪
士
た
ち
を
恐
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
で
は
近
隣
の
人
々
は
「
武
ノ
大
義
」
が
立
た
な
い
。
浪
士

た
ち
の
仇
討
ち
に
は
一
定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
た
だ
そ
れ
を
勝
手

に
さ
せ
て
は
、「
武
ノ
本
分
」
が
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
や

む
を
得
ず
土
屋
も
吉
良
を
防
戦
す
べ
き
だ
っ
た
、
と
。

そ
の
上
で
、『
鳩
巣
小
説
評
論
』
で
は
、
事
件
が
終
わ
っ
て
か
ら
人

質
を
取
る
べ
き
だ
っ
た
か
否
か
を
論
ず
る
の
は
、
結
局
空
論
に
過
ぎ
な

い
と
す
る
。
そ
し
て
、
物
事
に
は
順
序
が
あ
り
、
先
に
や
る
こ
と
と
後

に
や
る
こ
と
の
順
序
が
変
わ
っ
て
し
ま
え
ば
全
く
の
別
の
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
、
と
い
う
の
だ
。
平
山
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

カ
ヽ
ル
処
ニ
活
眼
目
ヲ
開
ク
コ
ト
不
レ
能
シ
テ
、
跡
ニ
ナ
リ
テ
人

質
ヲ
ワ
タ
セ
ノ
、
左
ナ
ケ
レ
バ
相
手
ニ
ナ
ル
ノ
ト
、
ヒ
シ
メ
キ
タ

レ
バ
ト
テ
、
ム
ダ
サ
ワ
ギ
跡
ノ
祭
リ
ト
云
モ
ノ
ニ
テ
、
タ
ト
ヒ
相

手
ニ
ナ
リ
タ
レ
バ
ト
テ
、
無
益
ノ
コ
ト
ゾ
。
殊
ニ
事
終
リ
テ
吉
良

ガ
屋
敷
ヘ
至
リ
、
大
石
ヤ
吉
田
ニ
逢
ト
云
ガ
如
キ
ハ
、
以
テ
外
ノ

失
計
也
。
筑
後
ヤ
新
助
ガ
一
身
ノ
智
ヲ
絞
リ
出
シ
タ
ル
所
ガ
、
此

ヲ
限
リ
ト
知
ル
ベ
シ
。

（『
鳩
巣
小
説
評
論
』）
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「
カ
ヽ
ル
処
」
と
は
物
事
の
順
序
を
弁
え
る
こ
と
を
指
す
。
そ
れ
を

解
せ
ず
し
て
、
人
質
を
取
る
べ
き
だ
っ
た
か
否
か
の
議
論
や
、
人
質
を

取
ら
な
い
な
ら
浪
士
の
相
手
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
議
論

を
す
る
の
は
無
益
な
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
平
山
は
律
学
の
観
点
か
ら
、
兵
の
人
数
と
い
う
別

の
尺
度
を
取
り
入
れ
、
赤
穂
浪
士
に
加
担
し
た
土
屋
主
税
の
行
為
を
否

定
す
る
。
仇
討
ち
に
も
人
数
の
多
寡
に
よ
る
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
解
さ
ず
、
赤
穂
事
件
を
「
君
父
ノ
仇
ハ
討
セ
申
法
」
に
裏
付
け
て
安

易
に
肯
定
す
る
白
石
と
、
そ
れ
に
同
調
す
る
鳩
巣
と
を
、
平
山
は
批
判

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
土
屋
と
し
て
は
、
浪
士
の
仇
討
ち
の
申
し
出

を
妄
信
し
て
は
い
け
な
い
と
し
つ
つ
、
浪
士
が
吉
良
を
討
ち
取
っ
た
と

き
に
人
質
を
取
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
平
山
に

は
赤
穂
浪
士
の
挙
に
一
定
の
理
解
を
示
す
姿
勢
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に

平
山
の
、
武
士
と
し
て
の
「
忠
義
」
と
律
学
と
を
背
景
に
し
た
、
赤
穂

事
件
へ
の
現
実
的
、
実
践
的
な
ま
な
ざ
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

だ
ろ
う
。二　

平
山
行
蔵
の
義
士
肯
定
論

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
平
山
は
結
果
と
し
て
土
屋
が
赤
穂
浪
士
に

加
担
し
た
事
実
を
否
定
し
、
そ
れ
を
「
是
」
と
す
る
鳩
巣
、
白
石
を
批

判
す
る
の
だ
が
、
実
は
浪
士
の
仇
討
ち
自
体
は
「
義
」
と
し
て
肯
定
し

て
い
る
。
こ
こ
で
一
度
『
鳩
巣
小
説
評
論
』
か
ら
離
れ
て
、
平
山
の
も

う
一
つ
の
赤
穂
事
件
論
で
あ
る
「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」
（
（注

（
注

に
て
そ
れ
を
見

た
い
。

平
山
は
「
余
こ
の
説
を
以
て
窃
か
に
こ
れ
を
経
典
に
求
む
る
に
、
未

だ
そ
の
義
を
得
ざ
る
な
り
。
請
ふ
麟
経
を
以
て
こ
れ
を
断
ぜ
ん
、
可
な

ら
ん
か
。」（「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」）
と
し
て
、「
麟
経
」
す
な
わ
ち

『
春
秋
』
を
以
て
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、「
公
羊
の
説

は
、
後
世
の
諸
儒
こ
れ
を
疑
ひ
、
劉
氏
・
李
氏
尤
も
こ
れ
を
排
す
。
然

れ
ど
も
余
こ
の
論
を
持
し
て
疑
は
ず
、
以
て
聖
人
の
秘
奥
を
得
と
為
せ

り
。」（
同
上
）
と
、『
春
秋
公
羊
伝
』
を
聖
人
の
真
意
を
得
た
も
の
と

し
て
称
揚
し
、
そ
の
拠
り
所
と
し
た
。

平
山
は
ま
ず
『
春
秋
』
荘
公
四
年
の
経
文
の
「
紀
公
大
に
其
の
国
を

去
る
（
原
漢
文
）」
の
部
分
を
引
き
、
春
秋
時
代
の
斉
の
君
、
襄
公
が

か
つ
て
の
宿
敵
で
あ
る
紀
を
討
っ
て
九
世
の
仇
を
復
し
た
出
来
事
を
以

て
赤
穂
事
件
に
応
用
し
よ
う
と
す
る
。『
春
秋
公
羊
伝
』
に
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

大
に
去
る
は
何
ぞ
。
滅
ぶ
る
な
り
。
孰
か
之
を
滅
す
。
斉
之
を
滅
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す
。
曷
為
れ
ぞ
斉
之
を
滅
す
と
言
わ
ざ
る
。
襄
公
の
爲
に
諱
む
な

り
。
春
秋
賢
者
の
爲
に
諱
む
。
何
ぞ
襄
公
を
賢
と
す
る
や
。
襄
公

を
讎
を
復
す
れ
ば
な
り
。
何
ぞ
讎
と
す
る
。
爾
遠
祖
な
り
。
哀
公

周
に
烹
ら
る
。
紀
侯
之
を
譖
せ
り
。
襄
公
が
之
を
此
に
爲
す
る
を

以
て
す
る
は
、
祖

に
事
つ
る
の
心
盡
せ
り
。
盡
す
は
何
ぞ
。
襄

公
将
に
讎
を
紀
に
復
ひ
ん
と
、
之
を
卜
す
。
曰
く
師
分
を
喪
は
ん

も
、
寡
人
之
に
死
せ
ば
、
不
吉
と
爲
さ
ざ
る
な
り
。
遠
祖
は
幾
世

ぞ
や
。
九
世
な
り
。
九
世
猶
ほ
讎
を
復
ゆ
べ
け
ん
や
。
百
世
と
雖

も
可
な
り
。（
原
漢
文
）

（『
春
秋
公
羊
伝
』）（
（注

（
注

曰
く
、『
春
秋
』
で
は
襄
公
を
、
復
讐
の
人
と
し
て
、「
賢
」
と
す
る
。

襄
公
の
「
讎
」
と
は
誰
か
と
い
う
と
、
彼
の
遠
い
先
祖
の
仇
で
あ
る
。

先
祖
で
あ
る
哀
公
は
周
に
烹
殺
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
紀
侯
が
告
げ
口
を

し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
襄
公
は
先
祖
に
心
を
尽
く
し
て
、
そ
の
仇
敵

で
あ
る
紀
侯
を
討
と
う
と
し
た
。
こ
の
先
祖
と
は
何
世
離
れ
る
の
か
。

九
世
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
て
も
仇
を
復
す
べ
き
な
の
か
。
百

世
で
も
復
す
べ
き
で
あ
る
と
。

平
山
は
、『
春
秋
公
羊
伝
』
を
以
て
吉
良
が
浅
野
の
仇
敵
で
あ
っ
た

か
と
い
う
こ
と
、
こ
の
仇
討
ち
が
「
義
」
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を

説
明
し
よ
う
と
す
る
。『
赤
穂
義
士
復
仇
論
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

そ
れ
哀
公
を
烹
し
者
は
誰
ぞ
や
。
周
の
懿
王
な
り
。
紀
公
に
非
ざ

る
な
り
。
紀
侯
の
罪
は
人
を
譖
す
る
に
在
り
て
、
人
を
烹
る
る
に

在
ら
ず
。
然
る
に
公
羊
子
、
怨
み
怨
む
所
に
非
ず
と
い
う
を
以
て

説
を
為
さ
ず
し
て
、
讐
を
紀
に
復
す
る
の
賢
た
る
を
称
す
る
な
り
。

蓋
し
受
く
る
所
に
在
り
。
然
ら
ば
則
ち
良
雄
ら
の
事
も
、
ま
た
怨

み
怨
む
所
に
非
ず
と
謂
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
而
し
て
忠
義
を
以

て
こ
れ
に
与
す
も
、
以
て
害
な
か
る
べ
き
な
り
。

（「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」）

ま
ず
、
哀
公
を
殺
し
た
の
は
紀
公
で
は
な
く
、
周
の
懿
王
で
あ
る
と
す

る
。
そ
し
て
、『
春
秋
公
羊
伝
』
に
「
哀
公
の
周
に
烹
ら
る
る
は
、
紀

侯
こ
れ
を
譖
す
れ
ば
な
り
。」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
紀
侯
の
罪
は
周
王

に
告
げ
口
を
し
て
哀
公
を
殺
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
の
だ
と
す
る
。
公
羊

子
は
、
直
接
哀
公
を
殺
し
た
周
で
は
な
く
、
周
王
を
唆
し
て
哀
公
を
殺

さ
せ
た
紀
に
対
す
る
仇
討
ち
を
「
賢
」
と
す
る
。
平
山
は
こ
の
理
由
を

「
蓋
し
受
く
る
所
に
在
り
。」
と
す
る
。
つ
ま
り
、
自
ら
に
害
を
及
ぼ
し

た
そ
の
大
本
こ
そ
が
仇
敵
に
な
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
平
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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蓋
し
長
矩
の
意
に
謂
へ
ら
く
、
そ
の
後
日
に
自
尽
せ
ん
よ
り
は
、

今
日
に
相
殺
す
に
若
か
ざ
る
な
り
と
。
こ
こ
に
お
い
て
か
朝
堂
を

憚
ら
ず
、
妄
り
に
禁
典
を
犯
し
て
、
そ
の
私
憤
を
逞
し
く
す
る
な

り
。
こ
れ
庸
人
偏
狭
の
量
、
情
急
に
し
て
勢
迫
り
、
已
む
を
得
ず

し
て
こ
こ
に
出
づ
る
な
り
。
あ
に
神
智
通
明
、
思
慮
周
徧
な
る
者

の
為し
わ
ざな

ら
ん
や
。
而
し
て
こ
れ
を
以
て
の
故
に
、
義
央
の
罪
を
末

減
す
る
を
得
ん
や
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
の
獄
の
由
る
所
は
、
義
央

実
に
こ
れ
を
致
す
こ
と
あ
れ
ば
な
り
。

（「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」）

浅
野
の
思
い
を
推
し
量
る
に
、
後
日
切
腹
す
る
く
ら
い
な
ら
今
こ
こ
で

吉
良
を
殺
し
た
方
が
良
い
と
考
え
、
幕
府
を
顧
み
ず
、
法
を
犯
し
て
ま

で
も
、
そ
の
私
憤
を
晴
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
。
平
山
は
こ
れ
を

「
思
慮
周
徧
な
る
者
の
為
」
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
浅
野
の
獄
は
吉

良
の
犯
し
た
罪
に
由
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
吉
良
の
罪
と
は
、
具
体

的
に
は
浅
野
が
「
賄
賂
」
（
（注

（
注

を
送
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
、
彼
を

冷
遇
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
鈐
林
巵
言
』
に
お
い
て
も
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

浅
野
長
矩
ハ
法
禁
ヲ
干
タ
ル
者
故
、
國
家
ノ
典
刑
ニ
處
セ
ラ
レ
シ

モ
ノ
ナ
リ
。
然
ト
モ
其
根
本
ハ
吉
良
氏
ヨ
リ
事
起
シ
ナ
レ
ハ
、
其

臣
子
タ
ル
モ
ノ
吾
カ
主
人
ノ
相
手
タ
リ
シ
敵
ヲ
其
侭
ヲ
キ
テ
ハ
、

君
臣
ノ
名
義
カ
減
ス
ル
ナ
リ
。
然
則
良
雄
タ
ル
モ
ノ
義
英マ
マ

殺
サ
ヽ

レ
ハ
、
决
テ
天
地
ノ
間
ニ
立
ヘ
カ
ラ
ス
。
是
則
武
義
ノ
本
分
也
。

（『
鈐
林
巵
言
』）（
（注

（
注

こ
こ
に
お
い
て
も
、
浅
野
が
法
を
犯
し
た
こ
と
は
認
め
つ
つ
、
そ
の
罪

の
根
本
は
吉
良
に
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
浅
野
の
臣
下
た
ち
は
、
主

人
の
敵
で
あ
る
吉
良
を
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
浅
野

と
の
間
の
君
臣
の
義
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
浪
士
た
ち

は
吉
良
を
討
ち
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
こ
れ
が

「
武
義
ノ
本
分
」
な
の
で
あ
る
、
と
。

つ
ま
り
、「
受
く
る
所
」
の
論
理
を
赤
穂
事
件
に
応
用
す
れ
ば
、
浅

野
を
直
接
殺
し
た
わ
け
で
は
な
く
て
も
、
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
吉
良

は
仇
敵
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
赤
穂
浪
士
と
し
て
は
主

君
の
死
の
原
因
と
な
っ
た
吉
良
を
怨
む
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

仇
討
ち
も
「
忠
義
」
の
行
為
と
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
平
山
は
、
赤
穂
浪
士
の
仇
討
ち
を
「
義
」
と
し
つ
つ
も
、
そ

の
全
て
を
肯
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。『
鈐
林
巵
言
』
に
は

次
の
よ
う
に
あ
る
。
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子
龍
云
、
内
匠
頭
自
殺
ア
リ
ト
聞
カ
ハ
、
浅
野
ノ
臣
子
、
不
残
吉

良
カ
屋
敷
ヘ
仕
掛
打
果
ス
ヘ
シ
。
臣
子
ノ
義
、
カ
ク
ノ
如
ナ
ラ
サ

レ
ハ
不
立
也
。
然
ル
ヲ
曰
ク
、
経
年
ヲ
カ
サ
ネ
シ
ハ
遅
緩
ナ
リ
。

夫
故
叚
々
ニ
後
レ
心
出
来
テ
人
數
ス
ク
ナ
ク
ナ
リ
タ
リ
。
事
ヲ
ナ

シ
ヲ
ヽ
セ
タ
レ
ハ
コ
ソ
称
誉
ア
レ
。
志
ヲ
遂
ス
ン
ハ
笑
草
ト
ナ
ル

ヘ
シ
。
機
會
ニ
投
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
サ
ル
ハ
悲
哉
。

（『
鈐
林
巵
言
』）（
（注

（
注

浅
野
が
吉
良
を
斬
り
つ
け
て
後
、
切
腹
し
た
と
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
藩
の

全
員
で
吉
良
邸
に
仇
討
ち
に
行
く
こ
と
が
君
臣
の
「
義
」
で
あ
り
、
翌

年
に
な
っ
て
か
ら
仇
討
ち
を
す
る
こ
と
は
遅
緩
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の

約
一
年
間
が
あ
っ
た
が
故
に
、
臆
す
る
者
も
出
て
き
て
仇
を
討
と
う
と

す
る
人
数
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
、
と
。
こ
れ
で
は
志
を
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
世
に
誉
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
も
し
失

敗
し
て
い
た
ら
笑
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
仇
討
ち
の
「
義
」

が
根
本
か
ら
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
平

山
は
納
得
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
平
山
は
仇
敵
と
な
る
根
拠
を
「
受
く
る
所
」、
す

な
わ
ち
直
接
害
を
与
え
た
者
で
な
く
と
も
、
そ
の
発
端
と
な
っ
た
者
を

仇
敵
と
し
、
そ
れ
を
伐
つ
こ
と
を
「
帝
の
則
」
に
則
っ
た
「
公
儀
」
の

も
の
と
し
た
。
そ
の
論
理
を
赤
穂
事
件
に
応
用
す
れ
ば
、
主
君
で
あ
る

浅
野
を
処
罰
し
切
腹
さ
せ
た
の
は
幕
府
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
被
害

の
発
端
と
な
っ
た
吉
良
は
仇
敵
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
吉
良
へ

の
仇
討
ち
は
「
忠
義
」
の
行
為
な
の
で
あ
る
。

三　
「
公
」
と
「
私
」

と
こ
ろ
で
、
律
学
を
背
景
に
赤
穂
事
件
を
論
じ
る
の
は
平
山
だ
け
で

は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
荻
生
徂
徠
が
そ
の
一
人
で
あ
る
。
徂
徠
は

『
徂
徠
擬
律
書
』
に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

義
は
己
を
潔
く
す
る
の
道
に
し
て
、
法
は
天
下
の
規
矩
な
り
。
禮

を
以
て
心
を
制
し
義
を
以
て
事
を
制
す
。
今
四
十
六
士
其
主
の
爲

に
讎
を
報
ず
る
は
、
是
侍
た
る
者
の
耻
を
知
る
な
り
。
己
を
潔
く

す
る
道
に
し
て
、
其
事
は
義
な
り
と
雖
も
、
其
黨
に
限
る
事
な
れ

ば
、
畢
竟
は
私
の
論
な
り
。
其
ゆ
へ
ん
の
も
の
は
、
元
是
長
矩
殿

中
を
不
レ
憚
其
罪
に
處
さ
れ
し
を
、
又
候
吉
良
氏
を
以
て
爲
レ
仇
、

公
義
の
免
許
も
な
き
に
騒
動
を
企
る
事
、
法
に
於
て
許
さ
ゞ
る
所

也
。
今
四
十
六
士
の
罪
を
决
せ
し
め
、
侍
の
禮
を
以
て
切
腹
に
處

せ
ら
る
ゝ
も
の
な
ら
ば
、
上
杉
家
の
願
も
空
し
か
ら
ず
し
て
、
彼
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等
が
忠
義
を
輕
ぜ
ざ
る
の
道
理
、
尤
公
論
と
云
ふ
べ
し
。
若
私
論

を
以
て
公
論
を
害
せ
ば
、
此
以
後
天
下
の
法
は
立
つ
べ
か
ら
ず
。

（『
徂
徠
擬
律
書
』）（
（注

（
注

こ
こ
に
お
い
て
徂
徠
は
、
法
に
よ
る
浪
士
の
処
分
を
「
公
論
」、
浪

士
の
行
為
を
「
義
」
と
す
る
こ
と
を
「
私
論
」
と
し
て
、「
若
私
論
を

以
て
公
論
を
害
せ
ば
、
此
以
後
天
下
の
法
は
立
つ
べ
か
ら
ず
。」
と
、

「
私
論
」
と
「
公
論
」
の
弁
別
、「
公
論
」
を
重
視
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
。

丸
山
眞
男
は
こ
こ
に
「
個
人
道
徳
を
政
治
的
決
定
に
ま
で
拡
張
す
る
こ

と
を
断
乎
と
し
て
否
認
し
た
彼
の
立
場
」、「
政
治
的
思
惟
の
優
位
」
と

い
う
徂
徠
学
の
特
質
を
見
出
し
た
。（
（注

（
注

平
山
は
徂
徠
の
こ
の
説
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

蘐
老
、
復
讐
の
義
を
知
ら
ず
。
故
に
明
律
を
解
し
て
以
て
復
讐
の

義
な
し
と
為
す
は
、
則
ち
律
の
闕
典
な
り
。
然
れ
ど
も
復
讐
の
事

は
父
祖
殴う

た
る
る
の
条
に
粲
然
た
り
。
粗
漏
か
く
の
如
し
。
悪い
づ
くん

ぞ
妄
り
に
こ
の
獄
を
断
ぜ
ん
や
。
知
ら
ず
未
だ
律
令
の
深
意
を
得

ざ
り
し
か
、
そ
も
そ
も
沈
天
易
先
生
の
論
を
聞
き
し
か
。

（「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」）

平
山
は
、
徂
徠
が
明
律
を
以
て
浪
士
の
行
為
を
「
義
」
と
見
做
さ
な

い
こ
と
を
、「
復
讐
の
義
を
知
ら
ず
」
と
批
判
を
す
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
徂
徠
が
明
律
に
「
復
讐
の
義
」
を
見
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と

す
る
。
し
か
し
平
山
は
明
律
の
「
父
祖
殴
た
る
る
の
条
」
に
そ
れ
を
見

出
す
。
徂
徠
の
著
し
た
『
明
律
国
字
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

凡
そ
祖
父
母
父
母
人
に
歐
ら
る
る
所
の
爲
に
、
子
孫
卽
時
に
救
護

し
て
還
て
歐
つ
は
、
折
傷
に
非
れ
ば
論
ず
る
勿
れ
。
折
傷
以
上
に

至
れ
ば
、
凡
そ
鬭
に
三
等
を
減
ず
。
死
に
至
る
者
は
常
に
律
に
依

る
。

〇
若
し
祖
父
母
父
母
人
に
殺
さ
る
る
所
の
爲
に
し
て
子
孫
擅
に
行

兇
人
を
殺
す
者
は
杖
六
十
、
其
の
卽
時
殺
死
す
る
者
は
論
ず
る
勿

れ
。（
原
漢
文
）

（『
明
律
国
字
解
』）（
（注

（
注

こ
こ
に
見
る
に
、
祖
父
母
、
父
母
が
暴
行
あ
る
い
は
殺
害
さ
れ
た
と
き

に
、
そ
の
相
手
に
報
復
を
す
る
、
す
な
わ
ち
仇
討
ち
を
す
る
こ
と
に
関

す
る
刑
罰
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
刑
罰
は
、
報
復
し
た
相
手
の
傷

が
所
謂
骨
折
程
度
ま
で
い
か
な
け
れ
ば
お
咎
め
な
し
、
骨
折
以
上
に
な

れ
ば
「
鬭
歐
」
に
お
い
て
科
さ
れ
る
刑
罰
か
ら
三
等
減
じ
た
分
の
刑
罰
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が
科
さ
れ
る
。
こ
こ
に
平
山
は
「
復
讐
の
義
」
が
律
典
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
事
実
を
見
て
、
徂
徠
が
そ
れ
を
見
落
と
し
て
い
る
と
考
え
た
の

だ
ろ
う
。
実
際
に
徂
徠
が
浪
士
を
法
に
お
い
て
処
す
る
そ
の
拠
り
所
を

明
律
に
お
い
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
平
山
が
徂
徠
に
明

律
の
「
深
意
」
の
誤
解
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ

い
。平

山
の
徂
徠
に
対
す
る
意
見
は
、
一
見
す
る
と
徂
徠
の
論
を
完
全
に

批
判
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
平
山
の
赤
穂
事
件

論
に
徂
徠
学
の
特
質
と
も
い
え
る
「
公
」
と
「
私
」
の
弁
別
を
見
る
。

平
山
が
批
判
し
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
徂
徠
の
律
典
の
「
誤
解
」
で
あ

り
、
赤
穂
事
件
を
論
ず
る
た
め
の
方
法
論
と
し
て
、
律
典
に
よ
る
対
処

の
姿
勢
自
体
は
批
判
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

平
山
は
「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」
の
佐
藤
直
方
批
判
の
中
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

た
だ
法
は
ま
さ
に
上
よ
り
行
ふ
べ
く
、
下
に
操
る
べ
か
ら
ず
。
故

に
復
讐
の
臣
子
は
、
司
寇
に
非
ず
し
て
人
を
専
殺
す
る
の
罪
あ
り
。

こ
こ
に
お
い
て
か
金
科
は
擅
殺
を
論
ず
。
そ
れ
忠
臣
孝
子
は
、
上

を
凌
ぎ
擅
殺
す
る
の
罪
を
以
て
し
て
、
義
為
の
勇
を
害
し
、
共
に

せ
ざ
る
の
天
を
戴
か
ざ
る
な
り
。
こ
れ
そ
の
忠
臣
孝
子
た
る
所
以

な
り
。

（「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」）

こ
こ
で
平
山
は
浪
士
の
仇
討
ち
を
「
義
」
と
し
て
肯
定
し
、
同
情
的
態

度
を
見
せ
る
。
し
か
し
、
法
的
判
断
に
つ
い
て
は
「
上
」、
す
な
わ
ち

幕
府
の
命
に
お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、「
下
」
の
者
の
領
域
で

は
な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
、
あ
く
ま
で
「
公
」
的
な
判
断
に
沿
う
べ
き

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
平
山
に
お
い
て
は
浪
士
の
仇
討

ち
を
「
義
」
と
す
る
こ
と
と
、
処
罰
す
る
こ
と
と
は
両
立
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、「
公
」
と
「
私
」
の
弁

別
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

平
山
と
徂
徠
の
関
係
は
特
に
軍
学
に
お
い
て
表
れ
る
。
例
え
ば
『
擁

膝
草
盧
蔵
書
目
録
』
に
は
徂
徠
の
著
し
た
『
鈐
録
』
や
『
西
洋
火
攻
図

説
国
字
解
』（『
擁
膝
草
盧
蔵
書
目
録
』
に
お
け
る
題
）
が
見
え
、
徂
徠

の
軍
書
を
読
ん
だ
形
跡
が
あ
る
。
特
に
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
年
）

刊
『
西
洋
火
攻
神
器
説
』
は
平
山
が
校
訂
し
、
徂
徠
の
『
国
字
解
』
を

附
録
す
る
形
で
出
版
さ
れ
て
お
り
、
平
山
の
序
文
も
備
わ
る
。
二
人
の

生
き
た
時
代
か
ら
考
え
て
直
接
の
交
流
は
あ
り
え
な
い
が
、
平
山
が
少

な
く
と
も
軍
学
に
お
い
て
は
徂
徠
の
軍
書
か
ら
も
学
び
、
少
な
か
ら
ず

影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
こ
こ
に
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
徂
徠
は
軍
書
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以
外
に
も
、
律
典
注
釈
書
で
あ
る
『
明
律
国
字
解
』
も
著
し
て
お
り
、

平
山
の
律
典
解
釈
に
影
響
し
た
可
能
性
は
考
え
て
よ
い
。

と
こ
ろ
が
、
平
山
は
徂
徠
学
に
お
け
る
「
公
」「
私
」
弁
別
の
観
念

を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
平
山
は
「
赤
穂
義
士
復

仇
論
」
に
お
い
て
、『
春
秋
公
羊
伝
』
を
以
て
「
聖
人
の
秘
奥
を
得
」

と
す
る
根
拠
と
し
て
周
の
文
王
が
崇
侯
虎
を
征
伐
し
た
際
の
詩
を
引
く
。

こ
こ
に
仇
討
ち
の
「
公
」
と
「
私
」
の
弁
別
が
見
ら
れ
る
。『
詩
経
』

「
大
雅
」
の
「
皇
矣
」
詩
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
前
略
）

帝
謂
文
王　
　
　
　
　

帝
文
王
に
謂
ふ

詢
爾
仇
方　
　
　
　
　

爾
の
仇
方
に
詢
り

同
爾
兄
弟　
　
　
　
　

爾
の
弟
兄
と
同
に

以
爾
鉤
援　
　
　
　
　

爾
の
鉤
援
と

與
爾
臨
衝　
　
　
　
　

爾
の
臨
衝
と
を
以
て

以
伐
崇
墉　
　
　
　
　

以
て
崇
墉
を
伐
て
と

（
後
略
）

（『
詩
経
』）（
（注

（
注

こ
こ
に
お
け
る
「
帝
」
と
は
、「
大
雅
」「
文
王
」
篇
「
支
配
上
帝
」

の
集
伝
に
「
上
帝
は
、
天
の
主
宰
な
り
」（

（注

（
注

と
あ
る
よ
う
に
、
天
の
絶
体

神
を
指
す
。
つ
ま
り
、
文
王
は
天
帝
の
命
に
よ
り
、「
仇
方
」
す
な
わ

ち
崇
侯
虎
を
討
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
だ
。
平
山
は
こ
の
出
来
事

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

そ
れ
西
伯
を
囚
せ
し
者
は
誰
ぞ
や
。
殷
の
紂
王
な
り
。
崇
侯
に
非

ざ
る
な
り
。
崇
侯
の
罪
は
人
を
譖
す
る
に
在
り
て
、
人
を
囚
す
る

に
在
ら
ず
。
然
る
に
文
王
兵
を
興
し
、
首
に
以
て
崇
侯
を
伐
つ
。

詩
に
こ
れ
を
称
し
て
曰
く
、
帝
の
則
に
順
ふ
と
。
則
ち
公
儀
に
出

で
て
、
私
伐
に
非
ざ
る
こ
と
を
知
る
な
り
。

（「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」）

西
伯
、
す
な
わ
ち
文
王
を
羑
里
に
囚
わ
し
め
た
の
は
、
崇
侯
で
は
な

く
紂
王
で
あ
る
。
崇
侯
の
罪
は
、
あ
く
ま
で
紂
王
に
告
げ
口
し
た
こ
と

で
あ
る
。
文
王
が
囚
わ
れ
る
事
の
発
端
に
な
っ
た
の
は
崇
侯
で
あ
っ
た

か
ら
、
文
王
は
ま
ず
崇
侯
を
伐
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
仇
敵
と
為
す

根
拠
を
「
受
く
る
所
に
在
り
」
と
す
る
論
理
で
、
そ
し
て
そ
れ
は
「
帝

の
則
に
順
」
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
天
帝
の
命
に
順
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
文
王
の
崇
侯
征
伐
は
、「
公
儀
」
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ

て
、
決
し
て
恣
に
行
う
「
私
伐
」
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
こ
の
点
に
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お
い
て
平
山
は
、
襄
公
の
紀
へ
の
仇
討
ち
を
「
賢
」
と
す
る
『
春
秋
公

羊
伝
』
を
以
て
「
聖
人
の
秘
奥
を
得
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お

い
て
、
平
山
の
仇
討
ち
論
に
お
け
る
「
公
」
は
天
命
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
ま
た
、「
私
」
は
恣
に
殺
人
を
し
て
天
命
に
逆
ら
う
こ
と
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
平
山
は
「
公
」
的
な
も
の
の
拠
り
所
を
儒
教

経
典
の
一
つ
で
あ
る
『
春
秋
』
に
求
め
、
そ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

赤
穂
事
件
に
お
け
る
仇
討
ち
を
「
義
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

『
鳩
巣
小
説
評
論
』
に
お
い
て
は
、
土
屋
の
対
処
に
つ
い
て
、
律
学

に
即
し
た
政
治
的
思
惟
を
優
先
す
る
姿
勢
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
論

理
は
律
学
に
即
し
た
極
め
て
現
実
的
、
実
践
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

こ
に
は
徂
徠
学
の
特
質
で
あ
る
「
公
」
と
「
私
」
の
分
離
、
政
治
判
断

に
お
け
る
「
公
」
の
重
視
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
平
山
は
徂
徠
学
に

お
け
る
「
公
」「
私
」
の
観
念
を
そ
の
ま
ま
受
容
は
し
な
か
っ
た
。
す

な
わ
ち
、「
公
」
の
拠
り
所
を
儒
教
道
徳
に
求
め
、「
私
」
を
人
欲
に
恣

に
し
儒
教
道
徳
に
背
く
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

平
山
と
徂
徠
学
の
影
響
関
係
は
こ
の
赤
穂
事
件
論
の
み
か
ら
は
断
定

で
き
ず
、
さ
ら
な
る
研
究
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
平

山
の
思
考
の
フ
レ
ー
ム
と
し
て
「
公
」「
私
」
分
別
、
政
治
的
判
断
に

お
け
る
「
公
」
優
先
の
姿
勢
が
あ
り
、
そ
こ
に
徂
徠
学
が
影
響
し
た
可

能
性
は
十
分
考
え
得
る
だ
ろ
う
。

四　
「
公
」
と
法

平
山
の
赤
穂
事
件
論
に
お
け
る
「
公
」
の
観
念
は
、
佐
藤
直
方
へ
の

批
判
か
ら
見
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
平
山
独
自
の
法
観
念
を
表
し
て
い

る
。佐

藤
直
方
は
山
崎
闇
斎
門
下
の
儒
者
で
、『
佐
藤
直
方
四
十
六
人
之

筆
記
』
に
お
い
て
義
士
否
定
論
を
唱
え
る
。
直
方
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
た
。

上
野
助
ハ
彼
等
ガ
讐
ニ
ハ
非
ズ
。
上
野
介
ガ
内
匠
頭
ヲ
害
シ
タ
ラ

バ
讐
ト
云
ベ
シ
、
内
匠
頭
ハ
死
刑
ニ
行
ハ
ル
ヽ
コ
ト
、
大
法
ヲ
背

キ
上
ヲ
犯
ス
之
罪
人
也
。（
中
略
）
四
十
六
人
之
者
大
罪
ヲ
不
レ

悲
、
上
之
命
ヲ
背
キ
、
兵
具
ヲ
帯
ビ
、
相
言
・
相
ジ
ル
シ
、
戦
場

ノ
法
ヲ
ナ
シ
討
コ
ト
、
是
又
大
罪
也
。

（『
佐
藤
直
方
四
十
六
人
之
筆
記
』）（
（注

（
注

曰
く
、
吉
良
は
浅
野
の
仇
敵
で
は
な
く
、
吉
良
を
討
つ
こ
と
は
「
上
」、

す
な
わ
ち
幕
府
に
反
逆
す
る
大
罪
で
あ
る
と
。
故
に
赤
穂
浪
士
の
仇
討

ち
も
「
義
」
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
平
山
は
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

佐
藤
直
方
、
良
雄
を
以
て
上
を
凌
ぐ
者
と
為
す
や
、
固
よ
り
然
り
。

然
れ
ど
も
こ
れ
を
以
て
の
故
に
忠
義
に
非
ず
と
謂
う
や
、
則
ち
吾

知
ら
ざ
る
な
り
。
そ
れ
忠
臣
孝
子
、
君
父
の
仇
を
報
ゆ
る
者
は
、

安
ん
ぞ
上
を
凌
ぐ
の
罪
な
き
を
得
ん
や
。
し
か
も
先
聖
の
こ
れ
を

与ゆ
る

す
所
以
の
者
は
、
蓋
し
臣
子
の
忠
孝
を
伸
ば
さ
ん
と
欲
す
る
の

み
。
そ
の
事
す
で
に
典
経
に
見
え
た
り
。
直
方
深
く
思
は
ざ
る
の

誤
な
り
。

（「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」）

曰
く
、
幕
府
に
反
逆
す
る
罪
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
け
れ
ど

も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
赤
穂
浪
士
の
仇
討
ち
を
「
義
」
で
な
い
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
、
と
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
は
「
典
経
」
に
あ
る
と
い
う
。

平
山
は
こ
こ
で
『
礼
記
』「
檀
弓
上
」
を
引
く
。

子
夏
孔
子
に
問
ひ
て
曰
く
、
父
母
の
仇
に
居
る
こ
と
、
之
を
如
何
、

と
。
夫
子
曰
く
、
苫と
ま

に
寢
ね
干た
て

を
枕
と
し
て
、
仕
へ
ず
、
與
に
天

下
を
共
に
せ
ざ
る
な
り
。
諸こ
れ

に
市
朝
に
遇
へ
ば
、
兵
に
反か
へ

ら
ず
し

て
闘
ふ
、
と
。（
原
漢
文
）

（『
礼
記
』「
檀
弓
上
」）（

（注

（
注

子
夏
が
孔
子
に
父
母
の
仇
討
ち
の
際
の
心
構
え
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
孔

子
は
、
親
の
仇
を
取
る
ま
で
は
臥
薪
嘗
胆
の
ご
と
く
耐
え
、
天
下
を
共

に
し
な
い
覚
悟
で
居
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
仇
敵
と
市

井
に
お
い
て
遭
遇
し
た
な
ら
ば
、
武
器
を
と
り
に
帰
る
こ
と
も
な
く
直

ち
に
仇
討
ち
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
平
山
は
、

そ
も
そ
も
仇
討
ち
は
天
下
と
共
に
し
な
い
覚
悟
で
行
う
も
の
で
あ
る
か

ら
、「
上
を
凌
ぐ
」
こ
と
を
以
て
「
義
」
と
し
な
い
こ
と
は
な
い
、
と

す
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
平
山
は
、「
そ
れ
市
朝
な
る
者
は
、
禁
制
の
在
る
所
に
し
て
、

そ
の
厳
な
る
こ
と
か
く
の
如
し
」（「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」）
と
も
い
う
。

「
典
経
」
に
よ
っ
て
、
法
に
背
い
て
で
も
仇
討
ち
を
す
る
べ
き
と
し
な

が
ら
も
、
世
に
あ
る
法
の
存
在
も
意
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
法

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

そ
れ
父
子
相
隠
す
は
、
天
理
の
公
に
し
て
、
人
欲
の
私
に
非
ざ
る

な
り
。
も
し
小
人
刻
薄
の
心
を
以
て
こ
れ
を
論
ぜ
ば
、
隠
蔵
欺
瞞

の
私
あ
る
に
似
た
り
。
し
か
も
律
令
に
父
子
容
隠
の
制
、
親
族
自

首
の
法
あ
る
者
は
、
蓋
し
天
倫
を
存
養
し
、
人
紀
を
維
持
す
る
所
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以
な
り
。

（「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」）

「
父
子
相
隠
す
」
は
『
論
語
』「
子
路
第
十
三
」
に
見
え
、「
父
は
子
の

爲
に
隠
し
、
子
は
父
の
爲
に
隠
す
。
直
き
こ
と
其
の
中
に
在
り
（
原
漢

文
）」（
（注

（
注

と
あ
る
。
父
子
で
罪
を
庇
っ
て
隠
し
あ
う
、
こ
れ
は
「
人
欲
の

私
」
で
は
な
く
、
こ
れ
こ
そ
が
儒
教
に
お
け
る
倫
理
道
徳
で
あ
り
、

「
天
理
の
公
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
律
令
に
も
「
父
子
容

隠
の
制
」、「
親
族
自
首
の
法
」
と
い
う
形
で
表
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の

法
は
「
天
倫
」
す
な
わ
ち
天
の
道
理
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
有
し
、

「
人
紀
」
す
な
わ
ち
人
と
し
て
の
規
範
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の
な
の

で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
に
平
山
の
法
観
念
が
見
え
る
。
つ
ま
り
平
山
に
と
っ
て
の
法
と

は
、
天
の
道
理
で
あ
る
儒
教
道
徳
が
規
則
と
し
て
結
実
し
た
も
の
で
あ

り
、
人
民
が
人
と
し
て
の
規
範
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
平
山
は
儒
教
道
徳
に
適
う
も
の
を
「
公
」
と
し
、
そ
の
反
映

で
あ
る
律
学
を
政
治
的
判
断
に
お
い
て
重
視
し
た
の
だ
。

こ
こ
で
唐
代
の
士
大
夫
、
韓
愈
の
「
原
道
」
に
お
け
る
言
説
を
挙
げ

た
い
。

夫
れ
所
謂
先
王
の
敎
と
は
何
ぞ
や
。
博
く
愛
す
る
之
を
仁
と
謂
ひ
、
行

ひ
て
之
を
宜
し
う
す
る
、
之
を
義
と
謂
ふ
。
是
に
由
り
て
之
く
、
之
を

道
と
謂
ひ
、
己
に
足
り
て
、
外
に
待
つ
こ
と
無
き
、
之
を
德
と
謂
ふ
。

其
の
文
は
詩
・
書
・
易
・
春
秋
、
其
の
法
は
禮
樂
刑
政
、
其
の
民
は

士
・
農
・
工
・
賈
、
其
の
位
は
君
臣
・
父
子
・
師
友
・
賓
主
・
昆
弟
・

夫
婦
、
其
の
服
は
。
麻
絲
、
其
の
居
は
宮
室
、
其
の
食
は
粟
米
・
果

蔬
・
魚
肉
。
其
の
道
爲
る
明
か
に
し
易
く
、
其
の
敎
爲
る
行
ひ
易
き
な

り
。
是
の
故
に
之
を
以
て
己
を
爲を
さ

む
れ
ば
、
則
ち
順
に
し
て
祥
な
り
。

之
を
以
て
人
を
爲を
さ

む
れ
ば
、
則
ち
愛
し
て
公
な
り
。
之
を
以
て
心
を
爲を
さ

む
れ
ば
、
則
ち
和
に
し
て
平
か
な
り
。
之
を
以
て
天
下
國
家
を
爲を
さ

む
れ

ば
、
處
す
る
所
と
し
て
當
ら
ざ
る
は
無
し
。
是
の
故
に
生
き
て
は
則
ち

其
の
情
を
得
、
死
し
て
は
則
ち
其
の
常
を
盡
す
。
郊
に
し
て
は
天
神
假い
た

り
、
廟べ
う

に
し
て
は
人
鬼
饗う

く
。（
原
漢
文
）

（「
原
道
」）（
（注

（
注

い
わ
ゆ
る
「
先
王
の
敎
」
と
は
何
か
。
曰
く
そ
れ
は
仁
義
道
徳
で
あ
る
。

そ
の
教
え
が
書
か
れ
た
文
は
い
わ
ゆ
る
『
五
経
』
や
『
六
経
』、
そ
の

法
と
し
て
従
う
べ
き
も
の
が
礼
楽
刑
政
で
あ
る
。
き
わ
め
て
わ
か
り
や

す
い
道
で
あ
り
、
き
わ
め
て
実
行
し
や
す
い
教
え
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
そ
れ
を
自
己
の
た
め
に
用
い
れ
ば
万
事
順
調
、
人
の
た
め
に
用
い
れ
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ば
愛
と
公
と
が
実
現
し
、
自
分
の
心
を
お
さ
め
る
た
め
に
用
い
れ
ば
、

平
ら
か
で
和
ら
ぎ
、
天
下
国
家
を
お
さ
め
る
た
め
に
用
い
れ
ば
、
い
か

な
る
と
き
も
妥
当
性
を
欠
か
な
い
。
生
き
る
と
き
も
死
す
る
と
き
も
、

す
べ
て
こ
の
道
に
よ
っ
て
ゆ
き
と
ど
く
。

こ
れ
は
儒
教
道
徳
の
表
れ
と
し
て
の
法
の
あ
り
方
を
よ
く
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
平
山
の
儒
教
道
徳
の
拠
り
所
を
「
典
経
」
に
求

め
、
そ
の
規
則
と
し
て
の
結
晶
で
あ
る
法
の
存
在
を
見
る
姿
勢
と
重
な

る
。
島
田
虔
次
は
「
原
道
」
を
「
唐
の
後
半
に
、
つ
ま
り
狭
義
の
宋
学

の
始
祖
で
あ
る
周
濂
渓
よ
り
二
百
年
も
ま
え
に
書
か
れ
た
こ
の
文
章
が
、

実
は
、
宋
学
の
そ
も
そ
も
の
源
流
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
儒
教

史
上
も
っ
と
も
意
義
ぶ
か
い
宣
言
書
の
ひ
と
つ
」（
（注

（
注

と
す
る
が
、
こ
れ
に

表
れ
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
天
理
の
公
」
と
法
と
を
同
一
視
す
る
平

山
の
姿
勢
は
、
き
わ
め
て
朱
子
学
的
で
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

平
山
は
、
徂
徠
学
を
そ
の
ま
ま
受
容
せ
ず
、「
公
」
の
拠
り
所
を
儒

教
道
徳
に
求
め
、
徂
徠
の
議
論
を
よ
り
深
め
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
法

を
儒
教
道
徳
の
集
大
成
と
し
て
捉
え
直
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
治
を
行

お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

五　
「
公
」
と
「
政
事
之
大
体
」

こ
こ
に
あ
る
一
節
が
あ
る
。『
鳩
巣
小
説
評
論
』
冒
頭
に
置
か
れ
た

こ
の
文
は
、『
鳩
巣
小
説
評
論
』
全
体
、
ひ
い
て
は
平
山
の
思
想
を
解

す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

人
臣
タ
ル
者
、
政
事
之
大
体
ト
云
事
ヲ
キ
ツ
ト
見
ヱ
ネ
バ
、
ス
ル

ホ
ド
ナ
ス
ホ
ド
ノ
コ
ト
ガ
皆
私
智
ニ
出
テ
、
経
世
済
物
ノ
処
置
ハ

断
々
乎
ト
シ
テ
為
ス
コ
ト
能
ハ
ズ
。
譬
バ
外
貌
ノ
形
勢
ト
内
実
ノ

趣
意
ト
ハ
別
ナ
ル
コ
ト
ニ
テ
、
夫
ヲ
措
置
ス
ル
ニ
当
テ
ハ
、
表
相

ノ
ア
リ
サ
マ
ニ
ツ
カ
ザ
レ
バ
、
万
々
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ゾ
。〈
断
獄
誅

意
ノ
論
ハ
コ
レ
ト
別
ナ
リ
〉
是
ヲ
大
体
ト
云
ゾ
。（〈　

〉
は
割

注
）

（『
鳩
巣
小
説
評
論
』）

主
君
に
仕
え
る
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
政
治
の
「
大
体
」
と
い
う
も
の

が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
一
個
人
の
狭
い
考
え
に
と
ら
わ
れ
、
世
の
中
を

治
め
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
そ
し
て
、「
大
体
」
と
は
、「
外
貌

ノ
形
勢
」
と
「
内
実
ノ
趣
意
」
が
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
弁
え
て
、

「
外
貌
ノ
形
勢
」
に
あ
た
る
「
表
相
」
の
あ
り
よ
う
を
見
る
こ
と
で
あ

る
と
す
る
。

た
と
え
ば
、「
酉
の
年
〈
明
暦
三
年
〉
江
戸
大
火
事
の
時
分
松
平
伊
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豆
守
殿
裁
判
承
り
候
て
云
々
」
の
項
。
松
平
伊
豆
守
信
綱
が
明
暦
の
大

火
の
際
に
大
名
の
参
勤
を
免
除
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
『
鳩
巣

小
説
』
で
は
「
器
量
有
之
義
」
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
平
山
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

諸
大
名
ヲ
御
膝
モ
ト
ヘ
引
付
置
ト
云
ハ
、
内
実
ノ
処
ハ
羈き

縻び

牽
制

ノ
術
ナ
レ
ド
モ
、
外
貌
ハ
都
城
警
衛
防
禦
ノ
形
也
。
東
都
大
災
ニ

テ
野
原
ト
ナ
リ
、
在
江
戸
ノ
大
名
共
ノ
居
リ
所
ガ
ナ
キ
ト
テ
、

遥
々
ト
遠
国
ヨ
リ
都
城
防
禦
ノ
為
ト
テ
来
リ
聚
リ
召
寄
タ
ル
者
ヲ
、

火
事
場
カ
ラ
直
ニ
御
暇
ヲ
賜
リ
国
許
ヘ
追
返
シ
テ
ハ
、
首
メ
ニ
防

禦
ノ
為
ニ
召
寄
タ
ル
所
ノ
趣
意
ガ
立
ヌ
ゾ
。
損
徳
ヅ
ク
ヲ
ス
テ
ヽ
、

泣
テ
モ
笑
テ
モ
、
是
非
ト
モ
カ
ク
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
所
ガ
、
政

事
ノ
大
体
ゾ
。
然
バ
、
大
名
共
ノ
第
宅
口
食
ノ
手
当
致
シ
ツ
カ
ハ

サ
ネ
バ
、
決
シ
テ
ナ
ラ
ヌ
仕
合
ゾ
。
是
則
防
禦
ノ
形
勢
ニ
因
テ
、

処
置
ス
ル
所
ノ
謂
ニ
非
ズ
ヤ
。
不
知
出
此
（
此
に
出
る
を
知
ら
ず

し
て
）
不
学
無
術
ニ
シ
テ
不
察
大
体
之
所
致
也
（
大
体
の
致
す
所

を
察
せ
ざ
る
な
り
）。

（『
鳩
巣
小
説
評
論
』）

曰
く
、
大
名
を
参
勤
に
よ
っ
て
江
戸
に
置
く
の
は
、「
内
実
」
は
大
名

統
制
の
た
め
で
あ
る
け
れ
ど
も
、「
外
貌
」
は
江
戸
の
警
備
、
防
御
の

た
め
で
あ
る
。
明
暦
の
大
火
に
よ
っ
て
江
戸
に
滞
在
し
て
い
る
大
名
の

居
場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
遠
国
か
ら
都
城
警
備
の

た
め
と
い
っ
て
召
し
集
め
た
大
名
た
ち
を
国
元
に
追
い
返
し
て
し
ま
っ

て
は
、
は
じ
め
に
い
っ
た
目
的
と
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
う
。
そ
の
上
で
、

損
得
勘
定
を
捨
て
て
、
感
情
も
捨
て
て
、
是
非
と
も
か
く
、「
外
貌
」

を
優
先
し
て
為
す
べ
き
こ
と
を
為
す
と
い
う
こ
と
が
、「
政
事
之
大

体
」
で
あ
る
。
大
名
の
居
所
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
住
居
や
食
事
を
用

意
し
て
で
も
参
勤
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
都
城
警
衛
の

形
勢
に
よ
っ
て
処
置
し
た
と
は
言
え
ず
、「
大
体
」
の
致
す
べ
き
と
こ

ろ
が
わ
か
っ
て
い
な
い
、
と
。

こ
の
「
政
事
之
大
体
」
を
見
る
と
い
う
姿
勢
は
、
政
治
的
判
断
に
お

け
る
「
公
」
の
優
先
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
松
平
伊
豆
守

信
綱
は
、
自
身
の
勝
手
で
大
名
を
送
り
返
し
た
。
こ
れ
は
幕
府
の
政
策

と
し
て
行
っ
て
い
た
参
勤
交
代
の
制
に
、「
私
智
」
に
よ
っ
て
背
く
こ

と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
都
城
警
衛
と
い
う
い
わ
ゆ
る
建
前
に
も
反

す
る
。
こ
れ
は
平
山
が
幕
府
の
政
策
も
世
の
公
理
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉

え
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。
平
山
に
と
っ
て
、「
公
」
と

し
て
の
法
や
政
策
は
、
儒
教
道
徳
や
天
理
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

幕
府
が
世
に
出
し
た
政
策
や
法
は
、
人
民
に
と
っ
て
は
世
の
理
で
あ
っ
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て
、「
公
」
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
平
山
は
「
外
貌
」
と
し
て
の
大
義
名

分
を
重
視
す
る
の
だ
ろ
う
。「
政
事
ノ
大
体
」
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、

政
治
判
断
に
お
い
て
は
、「
外
貌
」
に
即
し
て
、
我
を
殺
し
て
為
す
べ

き
こ
と
を
為
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

さ
も
な
け
れ
ば
「
私
智
」
に
出
る
こ
と
に
な
っ
て
、
人
欲
の
ま
ま
に
天

理
で
あ
る
法
や
幕
府
に
背
い
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
も

「
私
」
の
否
定
の
姿
勢
が
見
ら
れ
、
裏
を
返
せ
ば
「
公
」
の
重
視
の
姿

勢
が
見
ら
れ
る
。
儒
教
道
徳
の
結
晶
、
天
理
と
し
て
の
「
公
」
の
重
視

は
、
幕
府
権
力
を
支
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
も
機
能
し
た
の
で
あ

る
。ま

た
、
そ
の
姿
勢
は
平
山
の
赤
穂
事
件
論
に
も
通
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

ま
ず
土
屋
主
税
の
赤
穂
浪
士
へ
の
対
処
の
事
。
土
屋
は
浪
士
た
ち
の

仇
討
ち
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
に
加
担
し
た
。
そ
れ
を
平
山
は
、

律
学
を
背
景
に
兵
の
人
数
と
い
う
尺
度
か
ら
否
定
し
た
。
ま
た
、
土
屋

が
と
る
べ
き
だ
っ
た
行
動
と
し
て
、
吉
良
邸
の
防
戦
を
挙
げ
た
。
そ
う

し
な
け
れ
ば
、
土
屋
の
武
士
と
し
て
の
本
分
が
果
た
せ
な
い
と
平
山
は

い
う
。
こ
の
と
き
、
平
山
の
考
え
の
背
景
に
は
、
儒
教
道
徳
、
あ
る
い

は
天
理
と
し
て
の
「
公
」
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
結
晶
と
し
て
の
律
学

が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
平
山
に
と
っ
て
は
、
武
士
と
し
て
の
本
分
も

そ
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
に
背
く
、

す
な
わ
ち
人
欲
の
恣
に
「
私
」
す
る
行
為
と
し
て
土
屋
の
行
動
を
否
定

し
た
の
で
あ
る
。

平
山
の
義
士
肯
定
論
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
。
平
山
は
仇

討
ち
を
「
義
」
と
す
る
根
拠
に
古
代
中
国
の
仇
討
ち
を
挙
げ
、
天
帝
の

命
か
ら
出
た
「
公
儀
」
と
し
て
仇
討
ち
を
肯
定
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
し

く
儒
教
道
徳
と
し
て
の
「
公
」
の
重
視
で
あ
る
。
ま
た
、
一
方
で
赤
穂

事
件
が
幕
府
に
背
く
も
の
だ
っ
た
こ
と
も
否
定
し
て
い
な
い
。
こ
れ
も

幕
府
の
裁
定
と
い
う
「
公
」
と
、
そ
も
そ
も
仇
討
ち
は
上
を
凌
ぐ
も
の

で
あ
る
と
す
る
儒
教
道
徳
と
し
て
の
「
公
」
が
両
立
す
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
だ
ろ
う
。

「
政
事
之
大
体
」
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
象
の
表
相
を
重
視
す

る
こ
と
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
れ
は
、
政
治
判
断
に
お
け
る
儒
教
道
徳
、

天
理
と
し
て
の
「
公
」
の
重
視
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
姿

勢
は
、『
鳩
巣
小
説
評
論
』
や
赤
穂
事
件
論
に
見
る
よ
う
に
、
彼
の
思

想
の
根
本
に
あ
る
も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
平
山
の
赤
穂
事
件
論
を
中
心
に
、
平
山
の
思
想
上
の
特
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質
を
見
て
き
た
。

平
山
の
赤
穂
事
件
論
の
背
景
に
は
、
律
学
と
武
士
と
し
て
の
「
義
」

が
あ
っ
た
。
土
屋
主
税
の
赤
穂
浪
士
へ
の
対
処
に
つ
い
て
は
、
律
学
の

観
点
か
ら
人
数
と
い
う
尺
度
を
加
え
て
、
そ
の
行
為
を
否
定
し
、
ま
た
、

武
士
と
し
て
の
本
分
と
い
う
観
点
か
ら
、
土
屋
が
為
す
べ
き
だ
っ
た
こ

と
を
論
じ
た
。
そ
の
見
方
は
、
よ
り
現
実
的
、
具
体
的
で
あ
り
、
実
践

的
な
発
想
を
得
意
と
す
る
兵
学
者
の
面
目
躍
如
と
い
え
よ
う
。
ま
た
平

山
は
、
浪
士
の
仇
討
ち
が
法
を
犯
す
行
為
で
あ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
、

儒
教
道
徳
を
背
景
に
、
そ
こ
に
武
士
と
し
て
の
「
義
」
を
見
出
し
た
。

平
山
の
赤
穂
事
件
論
は
、
鳩
巣
と
義
士
肯
定
論
と
い
う
立
場
は
同
じ
く

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
鳩
巣
・
白
石
批
判
の
ま

な
ざ
し
は
主
と
し
て
彼
ら
の
思
慮
の
浅
さ
に
向
け
ら
れ
、
よ
り
深
い
経

典
・
律
典
解
釈
に
よ
る
赤
穂
事
件
の
議
論
の
深
化
を
生
ん
だ
の
で
あ
っ

た
。平

山
の
赤
穂
事
件
論
に
は
、
徂
徠
学
の
特
質
で
あ
る
「
公
」
と

「
私
」
の
分
離
、
政
治
的
判
断
に
お
け
る
「
公
」
の
重
視
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
平
山
は
徂
徠
学
を
無
批
判
に
受
容
し
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
平
山
は
儒
教
道
徳
を
「
公
」
的
な
も
の
と
し
、
そ
れ

に
背
く
こ
と
を
「
私
」
的
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
法
」

を
儒
教
道
徳
の
反
映
と
し
て
認
識
し
、「
公
」
的
な
も
の
と
し
て
重
視

し
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
「
法
」
の
在
り
方
は
き
わ
め
て
朱
子
学
的
で

あ
る
。
一
部
で
奇
人
の
よ
う
な
評
価
を
さ
れ
な
が
ら
も
、
林
家
の
儒
者

衆
か
ら
の
信
頼
を
得
た
の
も
こ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

個
人
道
徳
を
排
除
し
政
治
的
思
惟
を
優
先
さ
せ
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
法
治

主
義
を
と
っ
た
徂
徠
学
に
対
し
て
、
平
山
は
「
法
」
と
儒
教
道
徳
に
お

け
る
「
義
」
を
調
和
さ
せ
た
王
道
政
治
的
な
立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
平
山
の
政
治
論
の
根
底
に
は
、「
政
事
之
大
体
」
を
見

る
と
い
う
思
想
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
外
貌
ノ
形
勢
」
と
「
内
実
ノ
趣

意
」
を
弁
別
し
、
政
治
判
断
に
お
い
て
は
、
物
事
の
表
相
で
あ
る
「
外

貌
ノ
形
勢
」
を
重
視
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
「
内
実
ノ
趣

意
」
に
つ
い
て
し
ま
え
ば
政
治
判
断
が
「
私
」
的
な
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
り
、
幕
府
や
「
法
」
と
い
っ
た
天
理
の
「
公
」
に
背
い

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。「
政
事
之
大
体
」
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
政
治
判
断
に
お
け
る
儒
教
道
徳
、
天
理
と
し
て
の
「
公
」
を

重
視
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。

注1　
�

上
田
正
昭
、
西
澤
潤
一
、
平
山
郁
夫
、
三
浦
朱
門
監
修
『
講
談
社
日

本
人
名
大
辞
典
』　

二
〇
〇
一　

講
談
社　
「
平
山
子
竜
」
の
項
に
拠

る
。

2　

�

勝
部
真
長
編
『
夢
酔
独
言
他
』
東
洋
文
庫
百
三
十
八　

一
九
六
九　
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平
凡
社　

所
収
。

3　
�

平
山
行
蔵
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
は
、
山
田
次
郎
吉
『
日
本
剣
道

史
』（
大
正
十
四　

東
京
商
科
大
学
剣
道
部
）、
森
銑
三
『
近
世
人
物

叢
談
』（
昭
和
十
八　

大
道
書
房
）、
青
柳
武
明
『
江
戸
の
剣
豪　

平

山
行
蔵
』（
昭
和
十
八　

学
習
社
）
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
行
わ
れ
て

お
り
、
青
柳
は
そ
の
著
作
で
、
少
年
向
け
の
伝
記
な
が
ら
比
較
的
詳

細
な
年
譜
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
石
岡
久
夫
『
兵
法
者　
　

の
生
活
』（
昭
和
五
十
六　

雄
山
閣
）
に
も
平
山
行
蔵
の
伝
記
が
あ

る
が
、
従
来
の
諸
説
の
域
を
出
な
い
。
以
降
、
平
山
行
蔵
の
本
格
的

な
人
物
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

4　

�

平
山
の
『
擁
膝
草
盧
蔵
書
目
録
』
に
は
「
鳩
巣
小
説
評　

二
巻
収
鈐

林
巵
言
之
中
」
の
一
項
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
彼
の
著
し
た
い
わ
ゆ

る
『
鳩
巣
小
説
評
論
』（
本
稿
で
は
現
存
す
る
写
本
の
多
く
が
『
鳩

巣
小
説
評
論
』
の
題
を
も
つ
た
め
こ
の
よ
う
に
呼
称
す
る
。）
の
こ

と
と
思
わ
れ
、
元
は
二
巻
本
で
、『
鈐
林
巵
言
』
内
に
収
録
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。『
鳩
巣
小
説
評
論
』
に
は
、『
鈐
林

巵
言
』
内
に
収
録
さ
れ
る
も
の
と
、
単
独
で
一
冊
に
な
っ
て
い
る
も

の
と
が
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、

一
巻
本
で
現
存
す
る
も
の
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
写
本
一
冊
）、

早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
写
本
一
冊
）、
成
簣
堂
文
庫
蔵
本

（
写
本
一
冊
）、
東
京
大
学
附
属
総
合
図
書
館
蔵
本
（
写
本
一
冊
）、

無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本
（
写
本
一
冊
）
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
他
に

は
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
（
写
本
一
冊
）
が
あ
る
。
加
え
て
、『
鈐

林
巵
言
』
内
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
茨
城
大
本
『
鈐
林

巵
言
』
内
の
も
の
と
、
内
閣
本
『
鈐
林
巵
言
』
内
の
も
の
と
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本
は
現
在
閲
覧
休
止
の
た
め
確
認

が
で
き
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
無
窮
神
習
本
を
除
く
こ
れ
ら
七
本

の
う
ち
、
最
も
成
立
が
早
い
と
思
わ
れ
る
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
を

底
本
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
本
の
成
立
事
情
や
系
統
付
け
に
つ
い
て

は
別
の
機
会
を
持
ち
た
い
。

5　

�

宮
崎
修
多
「「
鳩
巣
小
説
」
の
変
化
と
諸
本
：
近
世
写
本
研
究
の
た

め
に
」（『
語
文
研
究
』
一
九
九
九
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会　

所

収
）

6　

�

本
稿
に
お
け
る
『
鳩
巣
小
説
』
の
引
用
は
便
宜
上
、
近
藤
瓶
城
編

『
続
史
籍
集
覧 

第
六
冊
』　

一
九
三
〇　

近
藤
出
版
部　

に
拠
っ
た
。

な
お
、
土
屋
の
こ
の
行
為
自
体
は
、「
土
屋
家
文
書
」
の
諸
資
料
に

も
記
載
が
な
く
、『
鳩
巣
小
説
』
に
お
け
る
創
作
的
な
も
の
で
あ
る
。

「
土
屋
主
税
口
上
書
」（
熊
田
葦
城
『
日
本
史
蹟
大
系　

第
十
四
巻
』

一
九
三
六　

平
凡
社　

所
収
）
に
は
、「
夜
明
前
、
裏
門
え
、
人
數

五
六
十
人
程
も
、
罷
出
候
様
に
相
見
え
申
候
、
尤
も
火
事
装
束
の
體

に
見
え
申
候
、
暗
く
候
間
、
聢
と
、
相
見
留
不
申
候
、
此
外
、
何
事

も
不
存
候
。」
と
あ
り
、
浪
士
た
ち
に
加
勢
す
る
よ
う
な
行
為
に
つ

い
て
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
平
山
が
『
鳩
巣
小

説
』
に
対
す
る
評
論
を
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、『
鳩
巣
小
説
』

に
沿
っ
て
議
論
を
進
め
た
い
。

7　
�

律
令
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令　

三　

律
本
文
篇　

下
』　

一
九

七
五　

東
京
堂
出
版　

を
元
に
、
筆
者
が
私
に
訓
読
し
た
。

8　

�
中
央
義
士
会
編
『
赤
穂
義
士
史
料　

上
巻
』　

一
九
三
一　

雄
山
閣　
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な
お
、
筆
者
が
私
に
仮
名
を
付
し
た
。

9　
�

律
令
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令　

七　

唐
律
疏
議
譯
註
篇
三
』　

一
九
八
七　

東
京
堂
出
版

10　

�

石
尾
芳
久
「
日
唐
律
の
比
較
研
究
」（
石
尾
芳
久
『
日
本
古
代
法
の

研
究
』
一
九
五
九　

法
律
文
化
社
所
収
）

11　

�

注
10
に
同
じ
。

12　

�

石
井
紫
郎
校
注
『
近
世
武
家
思
想
』
日
本
思
想
大
系
二
十
七　

一
九

七
四　

岩
波
書
店　

所
収
「
佐
藤
直
方
四
十
六
人
之
筆
記
」
に
拠
る
。

13　

�『
鈐
林
巵
言
』
は
、
軍
学
、
兵
学
関
係
や
、
剣
術
を
は
じ
め
と
し
た

武
芸
に
関
す
る
記
述
、
日
本
や
中
国
の
歴
史
的
人
物
・
事
件
に
対
す

る
評
な
ど
か
ら
成
る
、
い
わ
ゆ
る
雑
記
雑
録
の
類
で
、
平
山
の
著
作

の
中
で
も
文
量
の
最
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
著
作
で
あ
る
。
国
文
学

研
究
資
料
館
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
『
鈐
林
巵

言
』
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
（
写
本
一
冊
）、
国
立
国

会
図
書
館
蔵
『
鶯
宿
雑
記
』
五
六
四
巻
内
本
（
写
本
一
冊
）、
東
北

大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
（
写
本
六
巻
五
冊
）、
静
嘉
堂
蔵

本
（
写
本
一
冊
）、
高
知
県
立
図
書
館
蔵
本
、
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵

本
、
茨
城
大
学
附
属
図
書
館
菅
文
庫
蔵
本
（
写
本
一
冊
）、
茨
城
大

学
附
属
図
書
館
菅
文
庫
蔵
『
鈐
林
巵
言
抄
』（
写
本
一
冊
）
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
写
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、
自
筆
本
は
な
い
こ
れ
に
加

え
て
、
現
存
す
る
『
鈐
林
巵
言
』
の
う
ち
唯
一
の
刊
本
で
あ
る
、
公

益
財
団
法
人
江
川
文
庫
蔵
『
鈐
林
巵
言
巻
之
十
四
』（
刊
本
一
冊
）

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
高
知
県
立
図
書
館
蔵
本
は
、
戦
前
の
目
録
に

は
『
鈐
林
巵
言
』
抜
萃
の
記
録
が
あ
る
が
、
現
在
は
所
蔵
さ
れ
て
お

ら
ず
、
昭
和
二
十
年
の
空
襲
で
焼
失
し
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、

無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本
は
本
稿
執
筆
時
閲
覧
休
止
の
た
め
確
認
が
で

き
て
い
な
い
。
平
山
の
思
想
を
考
え
て
い
く
上
で
も
最
も
重
要
と
思

わ
れ
る
が
、
著
作
の
多
く
は
刊
行
さ
れ
ず
に
写
本
で
後
世
に
伝
わ
っ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
多
く
が
散
逸
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
立

事
情
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
諸
本
の
成
立
事
情
や

系
統
付
け
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
を
持
ち
た
い
。

14　

�

こ
の
条
を
収
録
す
る
も
の
の
内
、
最
も
書
写
年
が
古
い
東
北
大
本
を

底
本
に
、
筆
者
が
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

15　

�「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」
は
、
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
、
向
山
誠
齋

『
辛
亥
雑
綴
』
内
の
も
の
の
転
写
本
で
あ
る
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
本
が
あ
る
他
、『
兵
原
先
生
文
稿
』（
学
習
院
大
学
図
書
館
蔵　

嘉

永
元
年
写　

二
十
冊
）
七
巻
に
「
浅
野
𦾔
臣
復
仇
論
」
の
題
で
収
め

ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
原
文
は
漢
文
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
に
お
け

る
「
赤
穂
義
士
復
仇
論
」
の
引
用
箇
所
は
、
石
井
紫
郎
校
注
『
近
世

武
家
思
想
』
日
本
思
想
大
系
二
十
七　

一
九
七
四　

岩
波
書
店　

所

収
「
赤
穂
義
士
報
讐
論
」
に
拠
っ
た
。

16　

�

林
羅
山
訓
点
『
春
秋
公
羊
伝　

上
』
の
訓
点
に
拠
っ
た
。

17　

�

室
鳩
巣
は
『
赤
穂
義
人
録
』
に
お
い
て
、「
義
英マ

マ

、
官
歯
の
高
く
、

諸
高
家
の
上
に
居
る
を
以
て
、
京
官
至
る
ご
と
に
、
未
だ
嘗
て
そ
の

間
に
趨す
う

陪ば
い

せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
こ
れ
を
以
て
み
づ
か
ら
そ
の
能
を
矜ほ

こ

り
て
人
に
驕
る
。
而
し
て
前
時
、
事
を
共
に
す
る
者
、
そ
の
指
授
を

利
と
す
れ
ば
、
則
ち
多
く
賄
賂
を
行
ひ
て
以
て
こ
れ
を
誘ま
ね

く
。
長
矩
、

人
と
為
り
強
梗
に
し
て
、
与た
め

に
屈
下
せ
ず
。
以
為
へ
ら
く
お
の
れ
義
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英マ
マ

と
同と

も

に
公
事
を
執
る
。
私
に
阿
諛
を
為
す
べ
か
ら
ず
と
。
未
だ
嘗

て
請
謁
問
遺
し
て
、
以
て
そ
の
歓
を
取
ら
ず
。
故
を
以
て
甚
だ
相
善

か
ら
ず
。」（
石
井
紫
郎
校
注
『
近
世
武
家
思
想
』
日
本
思
想
大
系
二

十
七
所
収
「
赤
穂
義
人
録
巻
上
」）
と
記
し
て
い
る
。

18　

�
こ
の
条
を
収
録
す
る
も
の
の
内
、
最
も
書
写
年
が
古
い
東
北
大
本
を

底
本
に
、
筆
写
が
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

19　

�

こ
の
条
を
収
録
す
る
も
の
の
内
、
最
も
書
写
年
が
古
い
東
北
大
本
を

底
本
に
、
筆
写
が
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

20　

�

鍋
田
晶
山
原
編
『
赤
穂
義
人
纂
書 : 

赤
穂
義
士
資
料
大
成 

第
三
』

一
九
七
六　

日
本
シ
ェ
ル
出
版
に
拠
っ
た
。
な
お
、『
徂
徠
擬
律
書
』

に
は
従
来
偽
書
説
が
あ
り
、
田
原
嗣
郎
は
「
赤
穂
四
十
六
士
論
を
め

ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
」（『
敬
和
学
園
大
学
研
究
紀
要
』
九　

二
〇
〇

〇　

敬
和
学
園
大
学
）
で
荻
生
徂
徠
の
作
で
は
な
い
と
断
定
し
て
い

る
。
し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
『
徂
徠
集
』
巻
十
二
「
記
義
奴
市
兵

衛
の
事
を
記
す
」
の
付
記
で
あ
る
「
四
十
七
士
の
事
を
論
ず
」
と
結

論
は
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
徂
徠
学
の
特
質
を
『
徂
徠
擬
律

書
』
に
見
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

21　

�

丸
山
眞
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
一
九
五
二　

東
京
大
学
出
版

会

22　

�

内
田
智
雄
、
日
原
利
国
校
訂
『
定
本
明
律
国
字
解
：
律
令
対
照
』
一

九
六
六　

創
文
社

23　

�

石
川
忠
久
『
詩
経　

下
』
新
釈
漢
文
大
系
第
百
十
二
巻　

二
〇
〇
〇　

明
治
書
院

24　

�

朱
熹 

集
傳
、
松
永
昌
易
註
『
詩
經 

八
卷
』
四　

享
保
九
年
（
一
七

二
四
年
）
刊　

今
村
八
兵
衞

25　

�

注
12
に
同
じ
。

26　

�

竹
内
照
夫
『
礼
記　

上
』
新
釈
漢
文
大
系
第
二
十
七
巻　

一
九
七
一　

明
治
書
院

27　

�

吉
田
賢
抗
『
論
語
』
新
釈
漢
文
大
系
第
一
巻　

一
九
六
〇　

明
治
書

院

28　

�

星
川
清
孝
『
唐
宋
八
大
家
文
読
本　

一
』
新
釈
漢
文
大
系
第
七
十
巻　

一
九
七
六　

明
治
書
院

29　

�

島
田
虔
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
一
九
六
七　

岩
波
書
店

�

（
の
ざ
わ
・
た
く
ま　

青
山
学
院
高
等
部
教
諭
）


